
JP 5320460 B2 2013.10.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）下記化合物：
【化２８】

；
および
（ｂ）スピノサド、スピネトラム、γ－シハロスリン、メトキシフェノジド、またはクロ
ルピリホス、
を含む殺虫組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物を、害虫を防除する場所に適用することを含むプロセス。
【請求項３】
請求項１に記載の組成物を種子に適用するプロセス。
【請求項４】
請求項１に記載の組成物を、１つまたは複数の特殊化した形質を発現するように遺伝的に
形質転換されている種子に適用するプロセス。
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【請求項５】
請求項１に記載の組成物を、１つまたは複数の特殊化した形質を発現するように遺伝的に
形質転換されている遺伝的形質転換植物に適用するプロセス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２００７年５月１日出願の米国仮特許出願第６０／９２７，１１９号の優先
権を主張するものであり、その開示全体が参照によって本明細書に組み入れられる。
【０００２】
　本明細書に開示する本発明は、殺虫剤の分野に関し、害虫の防除におけるその使用に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　害虫は、毎年、世界中で何百万もの人の死亡を引き起こす。さらに、農業に損失をもた
らす害虫が１万種以上存在する。これら農業の損失は、毎年、何十億ドル（米ドル）もの
金額になる。シロアリは、家などの様々な建造物に損失をもたらす。これらシロアリの損
失は、毎年、何十億ドル（米ドル）もの金額になる。最後に注目することとして、多くの
貯蔵食品の害虫は、貯蔵食品を食べ、品質を落とす。これら貯蔵食品の損失は、毎年、何
十億ドル（米ドル）もの金額になるが、さらに重要なことに人間から必要な食品を奪う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　新しい殺虫剤が深刻に必要とされている。昆虫は、現在使用されている殺虫剤に対する
抵抗性を獲得しつつある。何百種類もの昆虫が、１つまたは複数の殺虫剤に対して抵抗性
である。ＤＤＴ、カルバメート、および有機リンなどの、いくつかの古い殺虫剤に対する
抵抗性の獲得はよく知られている。しかし、いくつかの新しい殺虫剤に対する抵抗性も獲
得している。したがって、新しい殺虫剤、特に新しい作用機序を有する殺虫剤が必要とさ
れている。
【０００５】
　置換基（非包括的な列挙（NON-EXHAUSTIVE LIST））
　置換基の例は、（ハロを除いて）非網羅的（non-exhaustive）であり、本明細書に開示
する本発明を制限するものと解釈してはならない。
【０００６】
　「アルコキシ」は、炭素－酸素単結合からさらになるアルキルを意味し、例えば、メト
キシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、１－ブトキシ、２－ブトキシ、イソブト
キシ、ｔｅｒｔ－ブトキシ、ペントキシ、２－メチルブトキシ、１，１－ジメチルプロポ
キシ、ヘキソキシ、ヘプトキシ、オクトキシ、ノノキシ、およびデコキシがある。
【０００７】
　「アルキル」は、炭素および水素からなる、非環式の、飽和の、分枝または非分枝の置
換基を意味し、例えば、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、１－ブチル、２－ブ
チル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、２－メチルブチル、１，１－ジメチル
プロピル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、およびデシルがある。
【０００８】
　「ハロ」は、フルオロ、クロロ、ブロモ、およびヨードを意味する。
【０００９】
　「ハロアルキル」は、１つから可能な最大数の、同一または異なるハロからさらになる
アルキルを意味し、例えば、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、
１－フルオロメチル、２－フルオロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル、クロロメ
チル、トリクロロメチル、および１，１，２，２－テトラフルオロエチルがある。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　以下の式の化合物は、様々な他の殺虫剤と相乗的（synergistic）である。
【００１１】
【化１】

［式中、
　ＸはＮＯ２、ＣＮ、またはＣＯＯＲ４を表し、
　Ｌは単結合を表すか、またはＲ１、ＳおよびＬは一緒になって５員環または６員環を表
し、
　Ｒ１はメチルまたはエチルを表し、
　Ｒ２およびＲ３は独立に水素、メチル、エチル、フルオロ、クロロ、またはブロモを表
し、
　ｎは０～３の整数であり、
　ｎ＝０～３であり、Ｌが単結合を表す場合は、Ｙは６－ハロピリジン－３－イル、６－
（Ｃ１～Ｃ４）アルキルピリジン－３－イル、６－ハロ（Ｃ１～Ｃ４）アルキルピリジン
－３－イル、６－（Ｃ１～Ｃ４）アルコキシピリジン－３－イル、６－ハロ（Ｃ１～Ｃ４

）アルコキシピリジン－３－イル、２－クロロチアゾール－４－イル、もしくは３－クロ
ロイソキサゾール－５－イルを表し、またはｎ＝０～１であり、Ｒ１、Ｓ、およびＬが一
緒になって５員環もしくは６員環を表す場合は、Ｙは水素、Ｃ１～Ｃ４アルキル、フェニ
ル、６－ハロピリジン－３－イル、６－（Ｃ１～Ｃ４）アルキルピリジン－３－イル、６
－ハロ（Ｃ１～Ｃ４）アルキルピリジン－３－イル、６－（Ｃ１～Ｃ４）アルコキシピリ
ジン－３－イル、６－ハロ（Ｃ１～Ｃ４）アルコキシピリジン－３－イル、２－クロロチ
アゾール－４－イル、もしくは３－クロロイソキサゾール－５－イルを表し、
　Ｒ４はＣ１～Ｃ３アルキルを表す］。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　スキームＨに記載したもの以外のスルホキシイミンの調製方法は、その教示が本明細書
に組み入れられる、米国特許出願公開第２００５０２２８０２７号に以前に開示されてい
る。
【００１３】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｘ、およびＹが先に定義されている通りであり、Ｌが単結合
である式（Ｉａ）の化合物は、スキームＡに図示する方法によって調製することができる
。
【００１４】



(4) JP 5320460 B2 2013.10.23

10

20

30

40

50

【化２】

【００１５】
　スキームＡのステップａにおいて、式（Ａ）のスルフィドを０℃未満の極性溶媒中メタ
－クロロペルオキシ安息香酸（ｍＣＰＢＡ）で酸化すると式（Ｂ）のスルホキシドが得ら
れる。ほとんどの場合においてジクロロメタンが酸化に好ましい溶媒である。
【００１６】
　スキームＡのステップｂにおいて、スルホキシド（Ｂ）を、加熱下、非プロトン溶媒中
濃硫酸の存在下、アジ化ナトリウムでイミン化すると式（Ｃ）のスルホキシイミンが得ら
れる。ほとんどの場合においてクロロホルムがこの反応に好ましい溶媒である。
【００１７】
　スキームＡのステップｃにおいて、スルホキシイミン（Ｃ）の窒素を、塩基の存在下、
臭化シアンでシアン化し、または穏やかに上げた温度下で、無水酢酸の存在下、硝酸でニ
トロ化し、または４－ジメチルアミノピリジン（ＤＭＡＰ）などの塩基の存在下アルキル
（Ｒ４）クロロホルメートでカルボキシル化すると、Ｎ－置換されたスルホキシイミン（
Ｉａ）が得られる。効率的にシアン化およびカルボキシル化するには塩基が必要とされ、
好ましい塩基はＤＭＡＰであり、効率的なニトロ化反応のための触媒として硫酸が用いら
れる。
【００１８】
　ＸがＣＮを表し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＹが先に定義した通りである式（Ｉ
ａ）の化合物は、スキームＢに図示する、穏やかで効率的な方法によって調製することが
できる。
【００１９】

【化３】

【００２０】
　スキームＢのステップａにおいて、０℃で、シアナミドの存在下、ヨードベンゼン二酢
酸でスルフィドを酸化するとスルフィルイミン（Ｆ）が得られる。反応は、ジクロロメタ
ンなどの極性の、非プロトン溶媒において行うことができる。
【００２１】
　スキームＢのステップｂにおいて、スルフィルイミン（Ｆ）をｍＣＰＢＡで酸化する。
炭酸カリウムなどの塩基を使用してｍＣＰＧＡの酸性を中和する。エタノールおよび水な
どのプロトン性の極性溶媒を用いて、使用するスルフィルイミンの出発材料および塩基の
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溶解性を増大する。スルフィルイミン（Ｆ）を、三塩化ルテニウム水和物触媒または類似
の触媒の存在下、ペルイオディネート（periodinate）ナトリウムまたはペルイオディネ
ートカリウムの水溶液で酸化することもできる。この触媒用の有機溶媒は、ジクロロメタ
ン、クロロホルム、またはアセトニトリルなどの極性の非プロトン溶媒であってよい。
【００２２】
　式（Ｉａ）のＮ－置換したスルホキシイミンの、すなわち、ｎ＝１であって、Ｎ－置換
されたスルホキシイミン官能基に隣接する（ＣＲ２Ｒ３）基におけるＲ３＝Ｈであるα－
炭素は、ヘキサメチルジシラミドカリウム（ＫＨＭＤＳ）などの塩基の存在下、さらにア
ルキル化またはハロゲン化（Ｒ５）されて式（Ｉｂ）のＮ－置換されたスルホキシイミン
を生成し、式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｘ、Ｌ、およびＹは先に定義した通りであり
、ＺはスキームＣにおいて図示するような好適な脱離基（leaving group）である。好ま
しい脱離基は、ヨウ化物（Ｒ５＝アルキル）、ベンゼンスルホンイミド（Ｒ５＝Ｆ）、テ
トラクロロエテン（Ｒ５＝Ｃｌ）、およびテトラフルオロエテン（Ｒ５＝Ｂｒ）である。
【００２３】

【化４】

【００２４】
　スキームＡにおける出発のスルフィド（Ａ）は、スキームＤ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、および
Ｉに図示するように異なる方法において調製することができる。
【００２５】
　スキームＤにおいて、Ｒ１、Ｒ２、およびＹが先に定義した通りであり、ｎ＝１であり
、Ｒ３＝Ｈである式（Ａ１）のスルフィドは、アルキルチオールのナトリウム塩との求核
置換によって、式（Ｄ１）の塩化物から調製することができる。
【００２６】
【化５】

【００２７】
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　スキームＥにおいて、Ｒ１、Ｒ２、およびＹが先に定義した通りであり、ｎ＝３であり
、Ｒ３＝Ｈである式（Ａ２）のスルフィドは、ｔｅｒｔ－ブトキシドカリウムなどの塩基
の存在下、２－モノ置換されたメチルマロネートと反応することによって２，２－二置換
されたマロネートを生成し、塩基性の条件下で加水分解して二価酸を形成し、加熱により
二価酸を脱炭酸反応して一酸を生成し、一酸をボラン－テトラヒロフラン（tetrahyrofur
an）錯体で還元してアルコールを生成し、アルコールをピリジンなどの塩基の存在下でト
ルエンスルホニルクロライド（トシルクロライド）でトシル化してトシル化物を生じ、ト
シル化物を所望のチオールのナトリウム塩で置換することによって式（Ｄ２）の塩化物か
ら調製することができる。
【００２８】
【化６】

【００２９】
　スキームＦにおいて、Ｒ１、Ｒ２、およびＹが先に定義した通りであり、ｎ＝２であり
、Ｒ３＝Ｈである式（Ａ３）のスルフィドは、強塩基で脱プロトン化し、アルキルヨウ化
物でアルキル化してα－アルキル化されたニトリルを生成し、ＨＣｌなどの強酸の存在下
でα－アルキル化されたニトリルを加水分解して酸を生成し、酸をボラン－テトラヒドロ
フラン錯体で還元してアルコールを生成し、アルコールをピリジンなどの塩基の存在下ト
シルクロライドでトシル化してトシル化物を生成し、トシル化物を所望のチオールのナト
リウム塩で置換することによって式（Ｅ）のニトリルから調製することができる。
【００３０】
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【化７】

【００３１】
　スキームＧにおいて、Ｒ１、Ｓ、およびＬが一緒になって環を形成し、ｎ＝０でありＹ
＝イソプロピルまたはフェニルである式（Ａ４）のスルフィドは、ｍ＝０、１である非置
換の環状スルフィドから調製することができる。環状スルフィドの出発材料をベンゼン中
Ｎ－クロロスクシンイミドで塩素化し、引き続きグリニャール試薬でアルキル化して十分
な収量の所望のスルフィド（Ａ４）をもたらすことができる。
【００３２】
【化８】

【００３３】
　Ｒ１、Ｓ、およびＬが一緒になって環を形成し、ｎ＝０、ｍ＝０でありＹ＝６－ハロ、
６－（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、６－（Ｃ１～Ｃ４）ハロアルキル、または６－（Ｃ１～Ｃ

４）アルコキシ置換した３－ピリジルである式（Ａ４）のスルフィドの調製に対する代替
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ルピリジンをチオ尿素で処理し、加水分解し、引き続き水性の塩基の条件下で１－ブロモ
－３－クロロプロパンでアルキル化し、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）などの極性の、非
プロトン溶媒中、ｔｅｒｔ－ブトキシドカリウムなどの塩基の存在下で環化する。
【００３４】
【化９】

【００３５】
　スキームＩにおいて、Ｒ１が先に定義した通りであり、Ｌが結合であり、ｎ＝０であり
、Ｙが６－クロロピリジン－３－イルである式（Ａ５）のスルフィドは、２－クロロ－５
－ブロモピリジンから、ハロ－金属交換、および引き続きジスルフィドでの置換によって
調製することができる。
【００３６】

【化１０】

【００３７】
　Ｒ１、Ｓ、およびＬが一緒になって飽和５員環または６員環を形成し、ｎ＝１であるＩ
ｂ型のスルホキシイミン化合物は、ＸおよびＹが先に定義した通りであり、ｍが０または
１であるスキームＪに図示する方法によって調製することができる。
【００３８】
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【化１１】

【００３９】
　スキームＡのステップｂに類似の、スキームＪのステップａにおいて、スルホキシドを
、濃硫酸の存在下アジ化ナトリウムで、または極性の非プロトン溶媒中Ｏ－メシチルスル
ホニルヒドロキシアミンでイミン化してスルホキシイミンが得られる。クロロホルムまた
はジクロロメタンが好ましい溶媒である。
【００４０】
　スキームＡのステップｃに類似の、スキームＪのステップｂにおいて、スルホキシイミ
ンの窒素を、臭化シアンでシアン化し、または硝酸でニトロ化し、引き続き還流条件下、
無水酢酸で処理することによって、またはＤＭＡＰなどの塩基の存在下メチルクロロホル
メートでカルボキシ化することによって、Ｎ－置換されている環状スルホキシイミンが得
られる。効率的なシアン化およびカルボキシル化に塩基が必要とされ、好ましい塩基はＤ
ＭＡＰであり、効率的なニトロ化反応に対する触媒として硫酸が用いられる。
【００４１】
　スキームＪのステップｃにおいて、Ｎ－置換されたスルホキシイミンのα－炭素を、Ｋ
ＨＭＤＳまたはブチルリチウム（ＢｕＬｉ）などの塩基の存在下、複素環式芳香族のハロ
ゲン化メチルでアルキル化して所望のＮ－置換されたスルホキシイミンを得ることができ
る。好ましいハロゲン化物は、臭化物、塩化物、またはヨウ化物であってよい。
【００４２】
　あるいは、式（Ｉｂ）の化合物は、スキームＪに対して上記に記載したステップｃ、ａ
、およびｂをそれぞれ用いることによって、最初にスルホキシドをα－アルキル化してα
－置換されたスルホキシドを得、次いでスルホキシドをイミン化し、引き続き得られたス
ルホキシイミンのＮ－置換によって調製することができる。
【００４３】
　Ｙが、６－（Ｃ１～Ｃ４）ハロアルキルピリジン－３－イルおよび６－（Ｃ１～Ｃ４）
ハロアルコキシピリジン－３－イル以外の請求されている置換基を表す化合物は、その教
示が本明細書に組み入れられる米国特許出願公開第２００５０２２８０２７号に開示され
ている。
【実施例】
【００４４】
　実施例は、例示のためであって、本明細書に開示する本発明を本実施例に開示する実施
形態だけに限定するものと解釈してはならない。
【００４５】
［実施例Ｉ］
　［（６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）－オキシド－λ
４－スルファニリデンシアナミド（１）
【００４６】
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【化１２】

　［（６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）－オキシド－λ
４－スルファニリデンシアナミド（１）を、以下の３ステップの順序に従って３－クロロ
メチル－６－（トリフルオロメチル）ピリジンから調製した。
【００４７】
【化１３】

　３－クロロメチル－６－（トリフルオロメチル）ピリジン（５．１ｇ、２６ｍｍｏｌ）
のジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ；２０ｍＬ）溶液に、チオメトキシドナトリウム（１
．８ｇ、２６ｍｍｏｌ）を一度に加えた。激しい発熱反応が観察され、反応液が暗色とな
った。反応液を１時間攪拌し、次いでさらなるチオメトキシドナトリウム（０．９１ｇ、
１３ｍｍｏｌ）をゆっくりと加えた。反応液を一夜攪拌し、その後反応液をＨ２Ｏに注ぎ
、濃ＨＣｌを数滴加えた。混合液をＥｔ２Ｏ（３×５０ｍＬ）で抽出し、有機層を合わせ
、塩水で洗浄し、ＭｇＳＯ４で乾燥し、濃縮した。粗製の生成物をクロマトグラフィーに
よって精製して（Ｐｒｅｐ　５００、１０％アセトン／ヘキサン）淡黄色油状物のスルフ
ィド（Ａ）（３．６ｇ、６７％）を得た。1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ 8.6 (s, 1H), 7
.9 (d, 1H), 7.7 (d, 1H), 3.7 (s, 2H), 2.0 (s, 3H); GC-MS: C8H8F3NS [M]

+の質量計
算値207. 実測値207.
【００４８】

【化１４】
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　０℃の、スルフィド（Ａ）（３．５ｇ、１７ｍｍｏｌ）およびシアナミド（１．４ｍｇ
、３４ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（３０ｍＬ）溶液に、ヨードベンゼン二酢酸（１１．
０ｇ、３４ｍｍｏｌ）を一度に加えた。反応液を３０分間攪拌し、次いで、一夜、室温ま
で温めた。混合物をジクロロメタン（５０ｍＬ）で希釈し、Ｈ２Ｏで洗浄した。水層を酢
酸エチルで抽出し（４×５０ｍＬ）、ジクロロメタン層と酢酸エチル層とを合わせたもの
をＭｇＳＯ４で乾燥し、濃縮した。粗製の生成物をヘキサンで粉末にし（triturated）、
クロマトグラフィーによって精製して（クロマトトロン（chromatotoron）、６０％アセ
トン／ヘキサン）黄色ゴム状（yellow gum）のスルフィルイミン（Ｂ）（０．６０ｇ、１
４％）を得た。IR (フィルム) 3008, 2924, 2143, 1693 cm-1;

1H NMR (300 MHz, CDCl3):
 δ 8.8 (s, 1H), 8.0 (d, 1H), 7.8 (d, 1H), 4.5 (d, 1H), 4.3 (d, 1H), 2.9 (s, 3H)
; LC-MS (ESI): C9H9F3N3S [M+H]

+の質量計算値248.04. 実測値248.
【００４９】
【化１５】

　０℃の、ｍ－クロロ過安息香酸（ｍＣＰＢＡ；８０％、１．０ｇ、４．０ｍｍｏｌ）の
ＥｔＯＨ（１０ｍＬ）溶液に、Ｋ２ＣＯ３（１．４ｇ、１０ｍｍｏｌ）のＨ２Ｏ（７ｍＬ
）溶液を加えた。溶液を２０分間攪拌し、次いでスルフィルイミン（Ｂ）（０．６０ｇ、
２．４ｍｍｏｌ）のＥｔＯＨ（２０ｍＬ）溶液を一度に加えた。反応液を０℃で３０分間
攪拌し、次いで１時間かけて室温に温めた。重亜硫酸ナトリウム水溶液で反応を停止し、
混合物を濃縮してエタノールを除去した。得られた混合物をジクロロメタンで抽出し、有
機層を合わせてＭｇＳＯ４で乾燥し、濃縮した。粗製の生成物をクロマトグラフィーによ
って精製して（クロマトトロン、５０％アセトン／ヘキサン）オフホワイト固体のスルホ
キシイミン（１）（０．２８ｇ、４４％）を得た。Ｍｐ＝１３５～１３７℃。1H NMR (30
0 MHz, CDCl3): δ 8.8 (s, 1H), 8.1 (d, 1H), 7.8 (d, 1H), 4.7 (m, 2H), 3.2 (s, 3H
); LC-MS (ELSD): C9H9F3N3OS [M+H]

+の質量計算値264.04. 実測値263.92.
【００５０】
［実施例ＩＩ］
　［１－（６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）エチル］（メチル）－オキシド
－λ４－スルファニリデンシアナミド（２）
【００５１】
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【化１６】

　［１－（６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）エチル］（メチル）－オキシド
－λ４－スルファニリデンシアナミド（２）を、スキームＣに概略した方法を用いて［（
６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）－オキシド－λ４－ス
ルファニリデンシアナミド（１）から調製した。
【００５２】
　－７８℃の、スルホキシイミン（１）（５０ｍｇ、０．１９ｍｍｏｌ）およびヘキサメ
チルホスホラミド（ＨＭＰＡ；１７μＬ、０．１０ｍｍｏｌ）のテトラヒドロフラン（Ｔ
ＨＦ；２ｍＬ）溶液に、ヘキサメチルジシラザンカリウム（ＫＨＭＤＳ；トルエン中０．
５Ｍ、４２０μＬ、０．２１ｍｍｏｌ）を滴加した。溶液を－７８℃でさらなる２０分間
攪拌し、その後ヨードメタン（１３μＬ、０．２１ｍｍｏｌ）を加えた。反応液を１時間
かけて室温に温め、その後飽和ＮＨ４Ｃｌ水溶液（ａｑ．）で反応を停止し、ジクロロメ
タンで抽出した。有機層をＮａ２ＳＯ４で乾燥し、濃縮し、粗製の生成物をクロマトグラ
フィーによって精製して（クロマトトロン、７０％アセトン／ＣＨ２Ｃｌ２）ジアステレ
オマーの２：１混合物のスルホキシイミン（２）（無色油状物；３１ｍｇ、５９％）を得
た。1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ (主ジアステレオマー) 8.8 (s, 1H), 8.1 (d, 1H), 7
.8 (d, 1H), 4.6 (q, 1H), 3.0 (s, 3H), 2.0 (d, 3H); (副ジアステレオマー) 8.8 (s, 
1H), 8.1 (d, 1H), 7.8 (d, 1H), 4.6 (q, 1H), 3.1 (s, 3H), 2.0 (d, 3H); LC-MS (ELS
D): C10H10F3N3OS [M+H]

+の質量計算値278.06. 実測値278.05.
【００５３】
［実施例ＩＩＩ］
　２－（６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）－１－オキシド－テトラヒドロ－
１Ｈ－１λ４－チエン－１－イリデンシアナミド（３）
【００５４】
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【化１７】

　２－（６－トリフルオロメチルピリジン－３－イル）－１－オキシド－テトラヒドロ－
１Ｈ－１λ４－チエン－１－イリデンシアナミド（３）を、以下に概略する５ステップの
順序に従って、３－クロロメチル－６－（トリフルオロメチル）－ピリジンから調製した
。
【００５５】

【化１８】

　チオ尿素（１．２ｇ、１６ｍｍｏｌ）のＥｔＯＨ（２５ｍＬ）懸濁液に、３－クロロメ
チル－６－（トリフルオロメチル）ピリジンのＥｔＯＨ（１０ｍＬ）溶液を加えた。懸濁
液を室温で２日間攪拌し、その間に白色の沈殿物が形成された。沈殿物をろ過して、白色
固体の所望のアミジン塩酸塩（２．４ｇ、５８％）を得た。Ｍｐ＝１８６～１８８℃。生
成物を精製するためのさらなる試みは行わなかった。1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ 8.9 
(bs, 4H), 8.4 (s, 1H), 7.6 (d, 1H), 7.3 (d, 1H), 4.2 (s, 2H); LC-MS (ELSD): C8H8
F3N3S [M+H]

+の質量計算値236.05. 実測値236.01.
【００５６】
【化１９】

　１０℃のアミジン塩酸塩（Ａ）（１．８ｇ、６．８ｍｍｏｌ）のＨ２Ｏ（１２ｍＬ）溶
液に、１０Ｎ　ＮａＯＨ（０．６８ｍＬ、６．８ｍｍｏｌ）を加え、白色沈殿物の形成が
もたらされた。懸濁液を１００℃で３０分間加熱し、次いで冷却して１０℃に戻した。さ
らなる１０Ｎ　ＮａＯＨ（０．６８ｍＬ、６．８ｍｍｏｌ）を加え、引き続き１－ブロモ
－３－クロロプロパン（０．６７ｍＬ、６．８ｍｍｏｌ）を一度に加えた。反応液を室温
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２ＳＯ４で乾燥し、濃縮し、無色油状物のスルフィド（Ｂ）（１．７ｇ、９６％）を得た
。生成物を精製するためのさらなる試みは行わなかった。1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ 
8.6 (s, 1H), 7.8 (d, 1H), 7.6 (d, 1H), 3.8 (s, 2H), 3.6 (t, 2H), 2.6 (t, 2H), 2.
0 (五重線, 2H).
【００５７】
【化２０】

　ｔｅｒｔ－ブトキシドカリウム（１．５ｇ、１３ｍｍｏｌ）のＴＨＦ（１２ｍＬ）懸濁
液にＨＭＰＡ（１．７ｍＬ、１０ｍｍｏｌ）を加え、引き続きスルフィド（Ｂ）（１．８
ｇ、６．７ｍｍｏｌ）のＴＨＦ溶液（３ｍＬ）を滴加した。反応液を室温で一夜攪拌し、
引き続きクロマトグラフィー（Ｂｉｏｔａｇｅ、４０％ＥｔＯＡｃ／ヘキサン）によって
濃縮および精製して、橙色油状物の環状生成物（Ｃ）（２３０ｍｇ、１５％）を得た。1H
 NMR (300 MHz, CDCl3): δ 8.7 (s, 1H), 8.0 (d, 1H), 7.6 (d, 1H), 4.6 (dd, 1H), 3
.2 (m, 1H), 3.1 (m, 1H), 2.5 (m, 1H), 2.3 (m, 1H), 2.1-1.9 (m, 2H).
【００５８】
【化２１】

　０℃のスルフィド（Ｃ）（２３０ｍｇ、０．９９ｍｍｏｌ）およびシアナミド（８３ｍ
ｇ、２．０ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（５ｍＬ）溶液に、ヨードベンゼン二酢酸（３５
０ｍｇ、１．１ｍｍｏｌ）を一度に加えた。反応液を３時間攪拌し、次いで濃縮し、粗製
生成物をクロマトグラフィーによって精製して（クロマトトロン、５０％アセトン／ヘキ
サン）橙色油状物のスルフィルイミン（Ｄ）（１５０ｍｇ、ジアステレオマーの混合物、
５６％）を得た。1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ 8.8 (s, 1H), 7.9 (d, 1H), 7.8 (d, 1H
), 4.8 (dd, 1H), 3.5 (m, 2H), 2.9-2.7 (m, 2H), 2.6 (m, 1H), 2.3 (m, 1H).
【００５９】
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　０℃のｍＣＰＢＡ（８０％、１８０ｍｇ、０．８２ｍｍｏｌ）のＥｔＯＨ（３ｍＬ）溶
液に、Ｋ２ＣＯ３（２３０ｍｇ、１．７ｍｍｏｌ）のＨ２Ｏ（１．５ｍＬ）溶液を加えた
。溶液を２０分間攪拌し、次いでスルフィルイミン（Ｄ）（１５０ｍｇ、０．５５ｍｍｏ
ｌ）のＥｔＯＨ（２ｍＬ）溶液を一度に加えた。反応液を０℃で４５分間攪拌し、その後
溶媒を別々のフラスコ中にデカントし、濃縮して白色固体を得た。固体をＣＨＣｌ３中ス
ラリー状にし、ろ過し、濃縮して無色油状物の純粋なスルホキシイミン（３）（７２ｍｇ
、４４％）を得た。1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ (ジアステレオマーの1.5:1の混合物) 
8.8 (s, 2H), 8.0 (d, 2H), 7.8 (d, 2H), 4.7 (q, 1H), 4.6 (q, 1H), 4.0-3.4 (m, s, 
4H), 3.0-2.4 (m, 8 H); LC-MS (ELSD): C11H11F3N3OS [M+H]

+の質量計算値290.06. 実測
値289.99.
【００６０】
［実施例ＩＶ］
　［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニ
リデン－シアナミド（４）
【００６１】
【化２３】

　［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニ
リデンシアナミド（４）を、実施例Ｉに概略したのと同じ３ステップの順序によって、３
－クロロメチル－６－クロロピリジンから調製した。生成物は白色固体であった。ｍｐ＝
１１５～１１７℃。1H NMR (300 MHz, CD3OD/CDCl3) δ 8.5 (d, 1H), 8.0 (dd, 1H), 7.
6 (d, 1H), 5.0 (s, 2H), 3.4 (s, 3H); LC-MS (ELSD): C8H9ClN3OS [M+H]

+の質量計算値
230. 実測値230.
【００６２】
［実施例Ｖ］
　［１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルフ
ァニリデン－シアナミド（５）
【００６３】
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【化２４】

　［１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルフ
ァニリデンシアナミド（５）を、実施例ＩＩに記載したのと同じプロトコールによって、
［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリ
デンシアナミド（４）から調製した。ジアステレオマーの３：２混合物として単離された
最終生成物は、オフホワイト固体であった。ｍｐ＝１５５～１６４℃。ＬＣ－ＭＳ（ＥＬ
ＳＤ）：Ｃ９Ｃ９ＣｌＮ３ＯＳ［Ｍ－Ｈ］＋の質量計算値２４２。実測値２４２。（５）
のジアステレオマーは再結晶（２：１ＭｅＯＨ／Ｈ２Ｏ）によって分離することができ、
引き続き上清のクロマトトロンクロマトグラフィーで（６）および（７）（立体化学構造
は任意に割り当てる）がもたらされた。
【００６４】

【化２５】

　化合物（６）を白色固体として単離した。ｍｐ＝１６３～１６５℃。1H NMR (300 MHz,
 CDCl3): δ 8.4 (d, 1H), 7.9 (dd, 1H), 7.5 (d, 1H), 4.6 (q, 1H), 3.1 (s, 3H), 2.
0 (d, 3H); LC-MS (ELSD): C9H11ClN3OS [M+H]

+の質量計算値, 244. 実測値244.
【００６５】
　化合物（７）を無色油状物として単離した。1H NMR (300 MHz, CDCl3) δ 8.4 (d, 1H)
, 7.9 (dd, 1H), 7.5 (d, 1H), 4.6 (q, 1H), 3.0 (s, 3H), 2.0 (d, 3H); LC-MS (ELSD)
: C9H11ClN3OS [M+H]

+の質量計算値, 244. 実測値244.
【００６６】
［実施例ＶＩ］
　２－（６－クロロピリジン－３－イル）－１－オキシド－テトラヒドロ－１Ｈ－１λ４

－チエン－１－イリデンシアナミド（８）
【００６７】
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【化２６】

　２－（６－クロロピリジン－３－イル）－１－オキシド－テトラヒドロ－１Ｈ－１λ４

－チエン－１－イリデンシアナミド（８）を、実施例ＩＩＩに記載したのと同じ５ステッ
プの順序に従って３－クロロメチル－６－クロロピリジンから調製した。生成物は無色ゴ
ム状で、１：１比のジアステレオマーであった。ジアステレオマー 1: IR (フィルム) 34
39, 3006, 2949, 2194 cm-1; 1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ 8.4 (d, 1H), 7.8 (dd, 1H)
, 7.4 (d, 1H), 4.6 (dd, 1H), 3.6 (m, 2H), 2.4-2.7 (m, 4H); GC-MS: C10H11ClN3OS [
M+H]+の質量計算値256. 実測値256. ジアステレオマー 2: IR (フィルム) 3040, 2926, 2
191 cm-1;1H NMR (300 MHz, CDCl3): δ 8.4 (d, 1H), 7.8 (dd, 1H), 7.4 (d, 1H), 4.7
 (dd, 1H), 3.8 (ddd, 1H), 3.4 (m, 1H), 2.8 (m, 1H), 2.6 (m, 2H), 2.3 (m, 1H); GC
-MS: C10H11ClN3OS [M+H]

+の質量計算値256. 実測値256.
【００６８】
スルホキシイミンおよび選択された殺虫剤の混合物を用いたモモアカアブラムシ（Ｍｙｚ
ｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）に対する殺虫試験
【００６９】
　以下の化合物：
【化２７】

　スピノサド、スピネトラム、γ－シハロスリン、メトキシフェノジド、またはクロルピ
リホスの間の混合物のモモアカアブラムシに対する相乗作用を評価するために、用量反応
性の、葉の噴霧アッセイを設計し、実施した。
【００７０】
　アッセイ１：技術的材料を１ｍｇ／ｍｌのアセトン：ＭｅＯＨ（１：１）に溶解するこ
とによって、１０００ｐｐｍのマスター溶液を作成した。２つの試験化合物間の混合物に
対して、各成分からのマスター溶液０．０４７ｍｌを合わせ、アセトン：ＭｅＯＨ溶媒で
３２×希釈し（組合せ０．０９４ｍｌ＋溶媒２．９０６ｍｌ、それぞれに対して１５．６
ｐｐｍを得る）、次いでＨ２Ｏ（１２ｍｌ）中０．０２５％Ｔｗｅｅｎ２０で５×希釈し
て３．１２５ｐｐｍ溶液を得た。非混合物に対して、マスター溶液をアセトン：ＭｅＯＨ
で６４×希釈し（０．０４７ｍｌ＋２．９５３ｍｌ溶媒、１５．６ｐｐｍを得る）、次い
でＨ２Ｏ中（１２ｍｌ）０．０２５％Ｔｗｅｅｎ２０で５×希釈して３．１２５ｐｐｍ溶
液を得た。混合物および非混合物の両方に対して、高濃度（３．１２５ｐｐｍから出発し
て）４ｍｌを、Ｈ２Ｏ中０．０２５％Ｔｗｅｅｎ２０　８０部（parts）およびアセトン
：ＭｅＯＨ２０部からなる希釈液１２ｍｌで段階希釈することにより、低濃度（０．７８



(18) JP 5320460 B2 2013.10.23

10

20

30

、０．１９５、０．０４９、および０．０１２ｐｐｍ）を調製した。
【００７１】
　アッセイ２：１ｍｇ／ｍｌのアセトン：ＭｅＯＨ（１：１）に技術的材料を溶解するこ
とによって、１０００ｐｐｍのマスター溶液を作成した。化合物２および化合物３、４、
または５との間の混合物に対して、各成分からのマスター溶液０．０４７ｍｌを合わせ、
アセトン：ＭｅＯＨ（０．０９４ｍｌの組合せ＋２．９０６ｍｌ、それぞれに対して１５
．６ｐｐｍを得る）で３２×希釈し、次いでＨ２Ｏ（１２ｍｌ）中０．０２５％Ｔｗｅｅ
ｎ２０で５×希釈して３．１２５ｐｐｍ溶液を得た。化合物２と化合物６または７との間
の混合物では、化合物２からのマスター溶液０．０４７ｍｌおよび化合物６または７から
のマスター溶液０．７５２ｍｌを合わせ、アセトン：ＭｅＯＨで３．７５５×希釈し（０
．７９９ｍｌの組合せ＋溶媒２．２０１ｍｌ、化合物２に対して１５．６ｐｐｍ、化合物
６または７に対して２５０ｐｐｍを得る）、次いでＨ２Ｏ（１２ｍｌ）中０．０２５％Ｔ
ｗｅｅｎ２０で５×希釈して化合物２に対して３．１２５ｐｐｍの溶液を、化合物６また
は７に対して５０ｐｐｍの溶液を得た。化合物２、３、４、または５との非混合液に対し
て、マスター溶液をアセトン：ＭｅＯＨで６４×希釈し（０．０４７ｍｌ＋溶媒２．９５
３ｍｌ、１５．６ｐｐｍを得る）、次いでＨ２Ｏ（１２ｍｌ）中０．０２５％Ｔｗｅｅｎ
２０で５×希釈して３．１２５ｐｐｍ溶液を得た。化合物６または７との非混合液に対し
て、マスター溶液をアセトン：ＭｅＯＨで３．９８９×希釈し（０．７５２ｍｌ＋溶媒２
．２４８ｍｌ、２５０ｐｐｍをもたらす）、次いでＨ２Ｏ（１２ｍｌ）中０．０２５％Ｔ
ｗｅｅｎ２０で５×希釈して５０ｐｐｍ溶液を得た。混合物および非混合物の両方に対し
て、高比率（３．１２５ｐｐｍまたは５０ｐｐｍから出発して）４ｍｌを、Ｈ２Ｏ中０．
０２５％Ｔｗｅｅｎ２０　８０部およびアセトン：ＭｅＯＨ（１：１）２０部からなる希
釈液１２ｍｌで段階希釈することによって、低濃度（化合物２、３、４、および５に対し
て０．７８、０．１９５、０．０４９、および０．０１２ｐｐｍ、化合物６および７に対
して１２．５、３．１２５、０．７８、および０．１９５ｐｐｍ）を調製した。
【００７２】
　アッセイ１および２の両方に対して、３インチポットに育てた、２～３枚の小さな（３
～５ｃｍ）本葉のついたキャベツ苗を試験基質（substrate）として用いた。苗は、化学
物質を適用する１日前に２０～５０匹のモモアカアブラムシ（無翅の成虫および蛹）を寄
生させた（infested）。各処置に苗を４本使用した。流出するまでキャベツ葉の両面に溶
液を噴霧するのに、手持ち式のＤｅｖｉｌｂｉｓｓ噴霧器を用いた。対照の植物（溶媒チ
ェック）には希釈液（diluent）のみを噴霧した。処置した植物は、等級付けの前に３日
間、約２３℃、ＲＨ４０％の待機室に保持した。顕微鏡下で植物１個あたりの生存するア
ブラムシの数を計数することによって評価を行った。殺虫活性（insecticidal activity
）を、Ａｂｂｏｔｔの補正式：補正％防除（Corrected % Control）＝１００×（Ｘ－Ｙ
）／Ｘ（式中、Ｘ＝溶媒チェック植物上の生存しているアブラムシ数、Ｙ＝処置した植物
上の生存しているアブラムシ数）を用いることによって測定した。
【００７３】
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【表１】

　＊Ｃｏｌｂｙの式＝１００－（（１００－化合物Ａの％防除）×（１００－化合物２の
％防除））／１００（Ｃｏｌｂｙ，Ｓ．Ｒ．、１９６７年、Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　ｓ
ｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ
　ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ．Ｗｅｅｄ、１５巻、２０～２２頁）
【００７４】
酸および塩誘導体、ならびに溶媒和物（ACID & SALT DERIVATIVES, AND SOLVATES）
　本発明に開示する化合物は、殺虫剤上許容できる酸付加塩の形態であってよい。
【００７５】
　非制限的な例によると、アミン官能基は、塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、酢酸、安
息香酸、クエン酸、マロン酸、サリチル酸、リンゴ酸、フマル酸、シュウ酸、コハク酸、
酒石酸、乳酸、グルコン酸、アスコルビン酸、マレイン酸、アスパラギン酸、ベンゼンス
ルホン酸、メタンスルホン酸、エタンスルホン酸、ヒドロキシメタンスルホン酸、および
ヒドロキシエタンスルホン酸との塩を形成してよい。
【００７６】
　さらに、非限定的な例によると、酸官能基は、アルカリまたはアルカリ土類金属に由来
する塩、ならびにアンモニアおよびアミンに由来する塩を含む塩を形成してよい。好まし
い陽イオンの例には、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、およびアミニウムの陽イオ
ンが含まれる。
【００７７】
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　塩は、遊離塩基の形態を、十分量の所望の酸と接触させて塩を生成することによって調
製する。遊離塩基の形態は、塩を、水性希ＮａＯＨ、炭酸カリウム、アンモニア、および
炭酸水素ナトリウムなどの適切な希塩基水溶液で処理することによって再生することがで
きる。
【００７８】
　例として、多くの場合において、殺虫剤を修飾してより水溶性の形態にする（例えば、
２，４－ジクロロフェノキシ酢酸ジメチルアミン塩は、よく知られている除草剤である２
，４－ジクロロフェノキシ酢酸のより水溶性の形態である）。
【００７９】
　本発明に開示する化合物は、非複合の溶媒分子を化合物から除去した後にインタクトな
ままである溶媒分子との安定な複合体を形成してもよい。このような複合体は、しばしば
「溶媒和化合物（solvates）」と呼ばれる。
【００８０】
立体異性体（STEREOISOMERS）
　本発明に開示するある種の化合物は、１つまたは複数の立体異性体として存在すること
ができる。様々な立体異性体には、幾何異性体、ジアステレオマー、およびエナンチオマ
ーが含まれる。したがって、本発明に開示する化合物には、ラセミ混合物、個々の立体異
性体、および光学活性な混合物が含まれる。
【００８１】
　当業者であれば、ある立体異性体が他の立体異性体よりも活性であり得ることを理解す
るであろう。個々の立体異性体および光学活性な混合物は、選択的な合成手順によって、
分離した出発材料を用いた従来の合成手順によって、または従来の（conventional）分割
の手順によって得ることができる。
【００８２】
害虫（PESTS）
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、害虫を防除することがで
きる。
【００８３】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、線形動物門（Phylum Nem
atoda）の害虫を防除することができる。
【００８４】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、節足動物門（Phylum Art
hropoda）の害虫を防除することができる。
【００８５】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、鋏角亜門（Subphylum Ch
elicerata）の害虫を防除することができる。
【００８６】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、クモ綱（Class Arachnid
a）の害虫を防除することができる。
【００８７】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、多足亜門（Subphylum My
riapoda）の害虫を防除することができる。
【００８８】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、コムカデ綱（Class Symp
hyla）の害虫を防除することができる。
【００８９】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、六脚亜門（Subphylum He
xapoda）の害虫を防除することができる。
【００９０】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、昆虫綱（Class Insecta
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）の害虫を防除することができる。
【００９１】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、甲虫目（Coleoptera）（
カブトムシ（beetles））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、
それだけには限定されないが、Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）
、Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ（インゲンマメゾウムシ）、Ａｇ
ｒｉｌｕｓ　ｐｌａｎｉｐｅｎｎｉｓ（アオナガタマムシ）、Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ
．（コメツキムシ）、Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｇｌａｂｒｉｐｅｎｎｉｓ（ツヤハダゴ
マダラカミキリ）、Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ａｎｔｈｏｎｏｍｕ
ｓ　ｇｒａｎｄｉｓ（ワタミハナゾウムシ）、Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ．、Ａｐｉｏｎ
　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．（ウジ）、Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓ
ｐｒｅｔｕｌｕｓ（Ｂｌａｃｋ　Ｔｕｒｇｒａｓｓ　Ａｔａｅｎｉｕｓ）、Ａｔｏｍａｒ
ｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ（ｐｙｇｍｙ　ｍａｎｇｏｌｄ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ａｕｌａｃｏ
ｐｈｏｒｅ　ｓｐｐ．、Ｂｏｔｈｙｎｏｄｅｒｅｓ　ｐｕｎｃｔｉｖｅｎｔｒｉｓ（ｂｅ
ｅｔ　ｒｏｏｔ　ｗｅｅｖｉｌ）、Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｂｒｕｃｈ
ｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ（エンドウゾウムシ）、Ｃａｃｏｅｓｉａ　ｓｐｐ．、Ｃａｌｌｏ
ｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｍａｃｕｌａｔｕｓ（ヨツモンマメゾウムシ）、Ｃａｒｐｏｐｈｉ
ｌｕｓ　ｈｅｍｉｐｔｅｒａｓ（クリヤケシキスイ）、Ｃａｓｓｉｄａ　ｖｉｔｔａｔａ
、Ｃｅｒｏｓｔｅｒｎａ　ｓｐｐ．、Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｓｐｐ．（ハムシ）、Ｃｅｒｏ
ｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ（ｂｅａｎ　ｌｅａｆ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｃｅｕｔｏｒ
ｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌ
ｉｓ（ｃａｂｂａｇｅ　ｓｅｅｄｐｏｄ　ｗｅｅｖｉｌ）、Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ
　ｎａｐｉ（ｃａｂｂａｇｅ　ｃｕｒｃｕｌｉｏ）、Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．
（ハムシ）、Ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．（ｓｏｉｌ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｃｏｎｏｄｅｒ
ｕｓ　ｓｃａｌａｒｉｓ、Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｔｉｇｍｏｓｕｓ、Ｃｏｎｏｔｒａｃ
ｈｅｌｕｓ　ｎｅｎｕｐｈａｒ（スモモゾウムシ）、Ｃｏｔｉｎｕｓ　ｎｉｔｉｄｉｓ（
Ｇｒｅｅｎ　Ｊｕｎｅ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｃｒｉｏｃｅｒｉｓ　ａｓｐａｒａｇｉ（アス
パラガスクビナガハムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ（サビ
カクムネヒラタムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ（カクムネヒラタ
ムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｔｕｒｃｉｃｕｓ（トルコカクムネヒラタムシ）、
Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．（コメツキムシ）、Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．（ゾウム
シ）、Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．（ウジ）、Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｐｔｕｒｕｓ
　ａｄｓｐｅｒｓｕｓ（ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　ｓｔｅｍ　ｗｅｅｖｉｌ）、Ｄｅｐｏｒａ
ｕｓ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ（ｍａｎｇｏ　ｌｅａｆ－ｃｕｔｔｉｎｇ　ｗｅｅｖｉｌ）
、Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｌａｒｄａｒｉｕｓ（オビカツオブシムシ）、Ｄｅｒｍｅｓｔｅ
ｓ　ｍａｃｕｌａｔｅｓ（ハラジオカツオブシムシ）、Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．
（ハムシ）、Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ（インゲンテントウ）、Ｆａｕ
ｓｔｉｎｕｓ　ｃｕｂａｅ、Ｈｙｌｏｂｉｕｓ　ｐａｌｅｓ（ｐａｌｅｓ　ｗｅｅｖｉｌ
）、Ｈｙｐｅｒａ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ（アルファル
ファタコゾウムシ）、Ｈｙｐｅｒｄｏｅｓ　ｓｐｐ．（オサゾウムシ）、Ｈｙｐｏｔｈｅ
ｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ（コーヒーノミキクイムシ）、Ｉｐｓ　ｓｐｐ．（キクイムシ
）、Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ（タバコシバンムシ）、Ｌｅｐｔｉｎ
ｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ（コロラドハムシ）、Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕ
ｓｃｕｓ、Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｕｔｕｒａｌｉｓ、Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒ
ｙｚｏｐｈｉｌｕｓ（イネミズゾウムシ）、Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．（キクイムシ／ヒラ
タキクイムシ）、Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ　ｊｏｌｉｖｅｔｉ、Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　
ｓｐｐ．、Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ．、
Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ（ｂｌｏｓｓｏｍ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｍｅｌｏｌｏ
ｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ（ｃｏｍｍｏｎ　Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｏｃｋｃｈａｆ
ｅｒ）、Ｏｂｅｒｅａ　ｂｒｅｖｉｓ、Ｏｂｅｒｅａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ、Ｏｒｙｃｔｅ
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ｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ（ｄａｔｅ　ｐａｌｍ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｏｒｙｚａｅｐｈｉ
ｌｕｓ　ｍｅｒｃａｔｏｒ（オオメノコギリヒラタムシ）、Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　
ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ（ノコギリヒラタムシ）、Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ
．（ゾウムシ）、Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ（クビアカクビホソハムシ）、Ｏｕ
ｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ、Ｐａｎｔｏｍｏｒｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｐｈｙｌｌｏ
ｐｈａｇａ　ｓｐｐ．（Ｍａｙ／Ｊｕｎｅ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　
ｃｕｙａｂａｎａ、Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．（ハムシ）、Ｐｈｙｎｃｈｉｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．、Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ（マメコガネ）、Ｐｒｏｓｔｅｐｈ
ａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｅｓ（オオコナナガシンクイムシ）、Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ
　ｄｏｍｉｎｉｃａ（コナナガシンクイムシ）、Ｒｈｉｚｏｔｒｏｇｕｓ　ｓｐｐ．（コ
フキコガネ）、Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｓｃｏｌｙｔｕｓ
　ｓｐｐ．（キクイムシ）、Ｓｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．（オサゾウムシ）、Ｓｉ
ｔｏｎａ　ｌｉｎｅａｔｕｓ（アカアシチビコフキゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　
ｓｐｐ．（コクゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉｅｓ（グラナリアコ
クゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（イネゾウムシ）、Ｓｔｅｇｏｂｉ
ｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ（ジンサンシバンムシ）、Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．（ｆｌ
ｏｕｒ　ｂｅｅｔｌｅ）、Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ（コクヌストモドキ
）、Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ（ヒラタコクヌスドモドキ）、Ｔｒｏｇｏｄ
ｅｒｍａ　ｖａｒｉａｂｉｌｅ（キマダラカツオブシムシ）、およびＺａｂｒｕｓ　ｔｅ
ｎｅｂｉｏｉｄｅｓが含まれる。
【００９２】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、革翅目（Dermaptera）（
ハサミムシ（earwigs））を防除することができる。
【００９３】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、網翅類（Dictyoptera）
（ゴキブリ（cockroaches））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙に
は、それだけには限定されないが、Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ（チャバネ
ゴキブリ）、Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（トウヨウゴキブリ）、Ｐａｒｃｏｂ
ｌａｔｔａ　ｐｅｎｎｙｌｖａｎｉｃａ、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ
（ワモンゴキブリ）、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌｏａｓｉａｅ（コワモン
ゴキブリ）、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｂｒｕｎｎｅａ（トビイロゴキブリ）、Ｐｅｒｉ
ｐｌａｎｅｔａ　ｆｕｌｉｇｉｎｏｓａ（クロゴキブリ）、Ｐｙｎｃｏｓｅｌｕｓ　ｓｕ
ｎｉｎａｍｅｎｓｉｓ（オガサワラゴキブリ）、およびＳｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａ
ｌｐａ（チャオビゴキブリ）が含まれる。
【００９４】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、双翅目（Diptera）（ハ
エ（true flies））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだ
けには限定されないが、Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．（カ）、Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｆｒｏｎｔｅ
ｌｌａ（ａｌｆａｌｆａ　ｂｌｏｔｃｈ　ｌｅａｆｍｉｎｅｒ）、Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓ
ｐｐ．（ハモグリバエ）、Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｐｐ．（ミバエ）、Ａｎａｓｔｒｅ
ｐｈａ　ｓｕｓｐｅｎｓａ（カリブカイミバエ）、Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．（カ）
、Ｂａｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．（ミバエ）、Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔ
ａｅ（ウリミバエ）、Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ（ミカンコミバエ）、Ｃ
ｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．（ミバエ）、Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ（チチ
ュウカイミバエ）、Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．（アブ）、Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　ｓ
ｐｐ．（ラセンウジバエ）、Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．（タマバエ）、Ｃｕｌｅｘ
　ｓｐｐ．（カ）、Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．（タマバエ）、Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　
ｂｒａｓｓｉｃａｅ（ダイコンタマバエ）、Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．、Ｄｅｌｉａ　ｐｌａ
ｔｕｒａ（タネバエ）、Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．（ショウジョウバエ）、Ｆａｎ
ｎｉａ　ｓｐｐ．（ｆｉｌｔｈ　ｆｌｙ）、Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ（ヒ
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メイエバエ）、Ｆａｎｎｉａ　ｓｃａｌａｒｉｓ（コブアシヒメイエバエ）、Ｇａｓｔｅ
ｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ（ウマバエ）、Ｇｒａｃｉｌｌｉａ　ｐｅ
ｒｓｅａｅ、Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ（ノサシバエ）、Ｈｙｌｅｍｙｉ
ａ　ｓｐｐ．（ネクイムシ）、Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｌｉｎｅａｔｕｍ（キスジウシバエ
）、Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．（ハモグリバエ）、Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓ
ｉｃａ（マメハモグリバエ）、Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｏｖｉｎｕｓ（ｓｈｅｅｐ　ｋｅ
ｄ）、Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．（イエバエ）、Ｍｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ（ｆａｃ
ｅ　ｆｌｙ）、Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ（イエバエ）、Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｏｖｉ
ｓ（ヒツジバエ）、Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ（キモグリバエ）、Ｐｅｇｏｍｙｉａ
　ｂｅｔａｅ（ｂｅｅｔ　ｌｅａｆｍｉｎｅｒ）、Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．、Ｐｓｉｌ
ａ　ｒｏｓａｅ（ニンジンサビバエ）、Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｅｒａｓｉ（オウトウ
ミバエ）、Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ（リンゴミバエ）、Ｓｉｔｏｄｉ
ｐｌｏｓｉｓ　ｍｏｓｅｌｌａｎａ（ムギアカタマバエ）、Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃ
ｉｔｒａｎｓ（サシバエ）、Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．（ウマバエ）、およびＴｉｐｕｌ
ａ　ｓｐｐ．（ガガンボ）が含まれる。
【００９５】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、半翅目（Hemiptera）（
ｔｒｕｅ　ｂｕｇ）を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだ
けには限定されないが、Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｈｉｌａｒｅ（ｇｒｅｅｎ　ｓｔｉｎ
ｋ　ｂｕｇ）、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ（アメリカコバネナガカメムシ
）、Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｎｏｒｖｅｇｉｃｕｓ（ｐｏｔａｔｏ　ｍｉｒｉｄ）、Ｃｉｍ
ｅｘ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ（ネッタイナンキンムシ）、Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒ
ｉｕｓ（ナンキンムシ）、Ｄａｇｂｅｒｔｕｓ　ｆａｓｃｉａｔｕｓ、Ｄｉｃｈｅｌｏｐ
ｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ、Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｕｔｕｒｅｌｌｕｓ（ｃｏｔｔｏｎ　ｓ
ｔａｉｎｅｒ）、Ｅｄｅｓｓａ　ｍｅｄｉｔａｂｕｎｄａ、Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｍａ
ｕｒａ（ｃｅｒｅａｌ　ｂｕｇ）、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ、Ｅｕｓｃｈｉｓ
ｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｉｎｋ　ｂｕｇ）、Ｈｅｌｏｐｅｌｔｉｓ　ａ
ｎｔｏｎｉｉ、Ｈｅｌｏｐｅｌｔｉｓ　ｔｈｅｉｖｏｒａ（ｔｅａ　ｂｌｉｇｈｔ　ｐｌ
ａｎｔｂｕｇ）、Ｌａｇｙｎｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．（カメムシ）、Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉ
ｓａ　ｏｒａｔｏｒｉｕｓ、Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ、Ｌｙｇｕ
ｓ　ｓｐｐ．（メクラカメムシ）、Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ（ｗｅｓｔｅｒｎ　ｔ
ａｒｎｉｓｈｅｄ　ｐｌａｎｔ　ｂｕｇ）、Ｍａｃｏｎｅｌｌｉｃｏｃｃｕｓ　ｈｉｒｓ
ｕｔｕｓ、Ｎｅｕｒｏｃｏｌｐｕｓ　ｌｏｎｇｉｒｏｓｔｒｉｓ、Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒ
ｉｄｕｌａ（ミナミオアカメムシ）、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．（メクラカメムシ
）、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｒｅｌ
ａｔｉｖｕｓ、Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｇｉ、Ｐｏｅｃｉｌｏｃａｐｓｕ
ｓ　ｌｉｎｅａｔｕｓ（ｆｏｕｒｌｉｎｅｄ　ｐｌａｎｔ　ｂｕｇ）、Ｐｓａｌｌｕｓ　
ｖａｃｃｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａｅ、Ｓｃａｐｔｏｃｏ
ｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ、およびＴｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．（オオサシガメ／サシガ
メ）が含まれる。
【００９６】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、同翅目（Homoptera）（
アブラムシ（aphids）、カイガラムシ（scales）、コナジラミ（whiteflies）、ヨコバイ
（leafhoppers））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだ
けには限定されないが、Ａｃｒｙｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ（エンドウヒゲナガア
ブラムシ）、Ａｄｅｌｇｅｓ　ｓｐｐ．（カサアブラムシ）、Ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｐｒ
ｏｌｅｔｅｌｌａ（ｃａｂｂａｇｅ　ｗｈｉｔｅｆｌｙ）、Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｄ
ｉｓｐｅｒｓｅｓ、Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ（ウーリーコナジ
ラミ）、Ａｌｕａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．、Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｅｌｌａ　ｂｉ
ｇｕｔｅｌｌａ、Ａｐｈｒｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．（ヨコバイ）、Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ
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　ａｕｒａｎｔｉｉ（アカマルカイガラムシ）、Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．（アブラムシ）、
Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ（ｃｏｔｔｏｎ　ａｐｈｉｄ）、Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ（
リンゴアブラムシ）、Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ（ジャガイモヒゲナガアブ
ラムシ）、Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．（コナジラミ）、Ｂｅｍｉｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉ
ｆｏｌｉｉ、Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ（タバココナジラミ）、Ｂｒａｃｈｙｃｏｌ
ｕｓ　ｎｏｘｉｕｓ（Ｒｕｓｓｉａｎ　ａｐｈｉｄ）、Ｂｒａｃｈｙｃｏｒｙｎｅｌｌａ
　ａｓｐａｒａｇｉ（ａｓｐａｒａｇｕｓ　ａｐｈｉｄ）、Ｂｒｅｖｅｎｎｉａ　ｒｅｈ
ｉ、Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（ダイコンアブラムシ）、Ｃｅｒｏｐ
ｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｒｕｂｅｎｓ（ル
ビーロウカイガラムシ）、Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｃｈｒｙ
ｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．（カイガラム
シ）、Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ（オオバコアブラムシ）、Ｅｍｐｏａ
ｓｃａ　ｓｐｐ．（ヨコバイ）、Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒｕｍ（リンゴワタム
シ）、Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ（イセリアカイガラムシ）、Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕ
ｓ　ｎｉｔｉｄｕｌｕｓ（ｍａｎｇｏ　ｌｅａｆｈｏｐｐｅｒ）、Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ
　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ（ヒメトビウンカ）、Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．、
Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．、（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ
（ジャガイモヒゲナガアブラムシ）、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｇｒａｎａｒｉｕｍ（ム
ギヒゲナガアブラムシ）、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ（イバラヒゲナガアブラ
ムシ）、Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｌｉｎｅａｔｕｓ（ａｓｔｅｒ　ｌｅａ
ｆｈｏｐｐｅｒ）、Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｆｒｉｍｂｉｏｌａｔａ、Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐ
ｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ（ｒｏｓｅ　ｇｒａｉｎ　ａｐｈｉｄ）、Ｍｉｃｔｉｓ　ｌ
ｏｎｇｉｃｏｒｎｉｓ、Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ（モモアカアブラムシ）、Ｎｅｐ
ｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．（ヨコバイ）、Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｐｅ
ｓ（ツマグロヨコバイ）、Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ（トビイロウンカ）、
Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｐｅｒｇａｎｄｉｉ（ｃｈａｆｆ　ｓｃａｌｅ）、Ｐａｒｌａｔ
ｏｒｉａ　ｚｉｚｉｐｈｉ（ｅｂｏｎｙ　ｓｃａｌｅ）、Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉ
ｄｉｓ　ｃｏｒｎ　ｄｅｌｐｈａｃｉｄ、Ｐｈｉｌａｅｎｕｓ　ｓｐｐ．（アワフキムシ
）、Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖｉｔｉｆｏｌｉａｅ（ｇｒａｐｅ　ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ
）、Ｐｈｙｓｏｋｅｒｍｅｓ　ｐｉｃｅａｅ（ｓｐｒｕｃｅ　ｂｕｄ　ｓｃａｌｅ）、Ｐ
ｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．（コナカイガラムシ）、Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓ
ｐｐ．（コナカイガラムシ）、Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｂｒｅｖｉｐｅｓ（パイナッ
プルコナカイガラムシ）、Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉｃｉｏｓｕｓ（
サンホーゼカイガラムシ）、Ｒｈａｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．（アブラムシ）、Ｒ
ｈａｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄａ（ｃｏｒｎ　ｌｅａｆ　ａｐｈｉｄ）、Ｒｈａｐ
ａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ（ｏａｔ　ｂｉｒｄ－ｃｈｅｒｒｙ　ａｐｈｉｄ）、Ｓａ
ｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａｅ（ｂｌａ
ｃｋ　ｓｃａｌｅ）、Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ（ムギミドリアブラムシ
）、Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ（Ｅｎｇｌｉｓｈ　ｇｒａｉｎ　ａｐｈｉｄ）、Ｓ
ｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ（セジロウンカ）、Ｔｈｅｒｉｏａｐｈｉｓ　ｓ
ｐｐ．（アブラムシ）、Ｔｏｕｍｅｙｅｌｌａ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｔｏｘｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．（アブラムシ）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．（コナジラミ
）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ（オンシツコナジラミ）、Ｔ
ｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ａｂｕｔｉｌｏｎｅｕｓ（ｂａｎｄｅｄｗｉｎｇ　ｗｈｉｔｅ
ｆｌｙ）、Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｕｎａｓｐｉｓ　ｙａｎｏｎｅ
ｎｓｉｓ（ヤネノカイガラムシ）、およびＺｕｌｉａ　ｅｎｔｒｅｒｉａｎａが含まれる
。
【００９７】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、膜翅目（Hymenoptera）
（アリ（ants）、スズメバチ（wasps）、およびミツバチ（bees））を防除することがで
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きる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだけには限定されないが、Ａｃｒｏｍｙｒ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．、Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ、Ａｔｔａ　ｓｐｐ．（ハキリアリ）
、Ｃａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．（オオアリ）、Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．（ハバチ）
、Ｆｏｒｍｉｃａ　ｓｐｐ．（アリ）、Ｉｒｉｄｏｍｙｒｍｅｘ　ｈｕｍｉｌｉｓ（アル
ゼンチンアリ）、Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｍｉｎｕｍ
ｕｍ（ｌｉｔｔｌｅ　ｂｌａｃｋ　ａｎｔ）、Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉ
ｓ（ファラオアリ）、Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．（ハバチ）、Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒ
ｍｅｘ　ｓｐｐ．（シュウカクアリ）、Ｐｏｌｉｓｔｅｓ　ｓｐｐ．（アシナガバチ）、
Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．（カミアリ）、Ｔａｐｏｉｎｏｍａ　ｓｅｓｓｉｌｅ（
ｏｄｏｒｏｕｓ　ｈｏｕｓｅ　ａｎｔ）、Ｔｅｔｒａｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．（ｐａ
ｖｅｍｅｎｔ　ａｎｔ）、Ｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．（スズメバチ）、およびＸｙｌｏｃ
ｏｐａ　ｓｐｐ．（クマバチ）が含まれる。
【００９８】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、シロアリ目（Isoptera）
（シロアリ（termites））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、
それだけには限定されないが、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍ
ｅｓ　ｃｕｒｖｉｇｎａｔｈｕｓ、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｒｅｎｃｈｉｉ、Ｃｏｐ
ｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ（Ｆｏｒｍｏｓａｎ　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａ
ｎ　ｔｅｒｍｉｔｅ）、Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（ｎａｓｕｔｅ　ｔｅｒｍｉ
ｔｅ）、Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｈｅｔｅｒｏｔｅ
ｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（ｄｅｓｅｒｔ　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａｎ　ｔｅｒｍｉｔｅ）、Ｈ
ｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ａｕｒｅｕｓ、Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシ
ロアリ）、Ｉｎｃｉｓｔｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｍａｃｒｏｔ
ｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（ｆｕｎｇｕｓ　ｇｒｏｗｉｎｇ　ｔｅｒｍｉｔｅ）、Ｍａｒｇｉ
ｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｍｉｃｒｏｃｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　
ｓｐｐ．（ｈａｒｖｅｓｔｅｒ　ｔｅｒｍｉｔｅ）、Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓ
ｉ、Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ
．（ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａｎ　ｔｅｒｍｉｔｅ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｂ
ａｎｙｕｌｅｎｓｉｓ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｇｒａｓｓｅｉ、Ｒｅｔｉｃｕ
ｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ（ｅａｓｔｅｒｎ　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａｎ　ｔ
ｅｒｍｉｔｅ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｈａｇｅｎｉ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅ
ｒｍｅｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ（ｗｅｓｔｅｒｎ　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａｎ　ｔｅｒｍｉ
ｔｅ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅｎｓｉｓ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔ
ｅｒｍｅｓ　ｓｐｅｒａｔｕｓ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｔｉｂｉａｌｉｓ、Ｒ
ｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ、Ｓｃｈｅｄｏｒｈｉｎｏｔｅｒｍ
ｅｓ　ｓｐｐ．、およびＺｏｏｔｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．（ｒｏｔｔｅｎ－ｗｏｏｄ
　ｔｅｒｍｉｔｅ）が含まれる。
【００９９】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、鱗翅目（Lepidoptera）
（ガ（moths）およびチョウ（butterflies））を防除することができる。これら害虫の非
網羅的な列挙には、それだけには限定されないが、Ａｃｈｏｅａ　ｊａｎａｔａ、Ａｄｏ
ｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．、Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ、Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐ
ｐ．（ヨトウムシ）、Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ（タマナヤガ）、Ａｌａｂａｍａ
　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ（ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ）、Ａｍｏｒｂｉａ　ｃｕｎ
ｅａｎａ、Ａｍｙｅｌｏｓｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ（ｎａｖｅｌ　ｏｒａｎｇｅｗ
ｏｒｍ）、Ａｎａｃａｍｐｔｏｄｅｓ　ｄｅｆｅｃｔａｒｉａ）、Ａｎａｒｓｉａ　ｌｉ
ｎｅａｔｅｌｌａ（モモキバガ）、Ａｎｏｍｉｓ　ｓａｂｕｌｉｆｅｒａ（ｊｕｔｅ　ｌ
ｏｏｐｅｒ）、Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ（ｖｅｌｖｅｔｂｅａｎ　
ｃａｔｅｒｐｉｌｌａｒ）、Ａｒｃｈｉｐｓ　ａｒｇｙｒｏｓｐｉｌａ（ｆｒｕｉｔｔｒ
ｅｅ　ｌｅａｆｒｏｌｌｅｒ）、Ａｒｃｈｉｐｓ　ｒｏｓａｎａ（ｒｏｓｅ　ｌｅａｆ　
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ｒｏｌｌｅｒ）、Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．（ハマキガ）、Ａｒｇｙｒｏｔａ
ｅｎｉａ　ｃｉｔｒａｎａ（ミカンコハマキ）、Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｇａｍｍａ、Ｂ
ｏｎａｇｏｔａ　ｃｒａｎａｏｄｅｓ、Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ（コブノメイガ）、
ブッＢｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ（ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｐｅ
ｒｆｏｒａｔｏｒ）、Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｓｐｐ．（ハモグリムシ）、Ｃａｐｕａ　
ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ（モモシンクイガ
）、Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．、Ｃｈｌｕｍｅｔｉａ　ｔｒａｎｓｖｅｒｓａ（マンゴーフサ
ヤガ）、Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｒｏｓａｃｅａｎａ（ハスオビハマキ）、Ｃｈｒ
ｙｓｏｄｅｉｘｉｓ　ｓｐｐ．、Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ（ｇ
ｒａｓｓ　ｌｅａｆｒｏｌｌｅｒ）、Ｃｏｌｉａｓ　ｓｐｐ．、Ｃｏｎｐｏｍｏｒｐｈａ
　ｃｒａｍｅｒｅｌｌａ、Ｃｏｓｓｕｓ　ｃｏｓｓｕｓ（ｃａｒｐｅｎｔｅｒ　ｍｏｔｈ
）、Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ．（Ｓｏｄ　ｗｅｂｗｏｒｍ）、Ｃｙｄｉａ　ｆｕｎｅｂｒ
ａｎａ（スモモヒメハマキ）、Ｃｙｄｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ（ナシヒメシンクイ）、Ｃｙ
ｄｉａ　ｎｉｇｎｉｃａｎａ（ｐｅａ　ｍｏｔｈ）、Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ（
コドリンガ）、Ｄａｒｎａ　ｄｉｄｕｃｔａ、Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．（ｓｔｅｍ
　ｂｏｒｅｒ）、Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓｐｐ．（ｓｔａｌｋ　ｂｏｒｅｒ）、Ｄｉａｔｒ
ａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ（ｓｕｇａｒｃａｎｅ　ｂｏｒｅｒ）、Ｄｉａｔｒａｅ
ａ　ｇｒａｎｉｏｓｅｌｌａ（ｓｏｕｔｈｗｅｓｔｅｒ　ｃｏｒｎ　ｂｏｒｅｒ）、Ｅａ
ｒｉａｓ　ｓｐｐ．（ワタキバガ）、Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｔａ（Ｅｇｙｐｔｉａ
ｎ　ｂｏｌｌｗｏｒｍ）、Ｅａｒｉａｓ　ｖｉｔｅｌｌａ（ｒｏｕｇｈ　ｎｏｒｔｈｅｒ
ｎ　ｂｏｌｌｗｏｒｍ）、Ｅｃｄｙｔｏｐｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉａｎｕｍ、Ｅｌａｓ
ｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ（モロコシマダラメイガ）、Ｅｐｉｐｈｙｓ
ｉａｓ　ｐｏｓｔｒｕｔｔａｎａ（ｌｉｇｈｔ　ｂｒｏｗｎ　ａｐｐｌｅ　ｍｏｔｈ）、
Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．（ｆｌｏｕｒ　ｍｏｔｈ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｃａｕｔｅ
ｌｌａ（スジマダラメイガ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｅｌｕｔｅｌｌａ（チャマダラメイガ
）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ　（スジコナマダラメイガ）、Ｅｐｉｍｅ
ｃｅｓ　ｓｐｐ．、Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ａｐｏｒｅｍａ、Ｅｒｉｏｎｏｔａ　ｔｈｒａｘ
（トガリバナナセセリ）、Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ（ブドウホソハ
マキ）、Ｅｕｘｏａ　ａｕｘｉｌｉａｒｉｓ（ａｒｍｙ　ｃｕｔｗｏｒｍ）、Ｆｅｌｔｉ
ａ　ｓｐｐ．（ネキリムシ）、Ｇｏｒｔｙｎａ　ｓｐｐ．（ｓｔｅｍｂｏｒｅｒ）、Ｇｒ
ａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ（ナシヒメシンクイ）、Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｉｎｄ
ｉｃａｔａ（ｂｅａｎ　ｌｅａｆ　ｗｅｂｂｅｒ）、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．
（ヤガ）、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ（オオタバコガ）、Ｈｅｌｉｃｏ
ｖｅｒｐａ　ｚｅａ（ｂｏｌｌｗｏｒｍ／ｃｏｒｎ　ｅａｒｗｏｒｍ）、Ｈｅｌｉｏｔｈ
ｉｓ　ｓｐｐ．（ヤガ）、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ（タバコガ）、Ｈｅ
ｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ（ハイマダラノメイガ）、Ｉｎｄａｒｂｅｌａ　ｓｐｐ．（
ｒｏｏｔ　ｂｏｒｅｒ）、Ｋｅｉｆｅｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ（トマトギ
ョウチュウ）、Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏｒｂｏｎａｌｉｓ（ナスノメイガ）、Ｌｅｕｃ
ｏｐｔｅｒａ　ｍａｌｉｆｏｌｉｅｌｌａ、Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｃｔｉｓ　ｓｐｐ．、
Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ（ｇｒａｐｅ　ｆｒｕｉｔ　ｍｏｔｈ）、Ｌｏｘａｇｒ
ｏｔｉｓ　ｓｐｐ．（ヤガ）、Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ（ｗｅｓｔｅ
ｒｎ　ｂｅａｎ　ｃｕｔｗｏｒｍ）、Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ（マイマイガ）
、Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ（キンモンホソガ）、Ｍａｈａｓｅｎａ　ｃｏ
ｒｂｅｔｔｉ（ｏｉｌ　ｐａｌｍ　ｂａｇｗｏｒｍ）、Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．
（テンマクケムシ）、Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（ヨトウガ）、Ｍａｒｕｃ
ａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ（マメノメイガ）、Ｍｅｔｉｓａ　ｐｌａｎａ（ミノガ）、Ｍ
ｙｔｈｉｍｎａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ（ｔｒｕｅ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）、Ｎｅｏｌｅｕｃ
ｉｎｏｄｅｓ　ｅｌｅｇａｎｔａｌｉｓ（ｓｍａｌｌ　ｔｏｍａｔｏ　ｂｏｒｅｒ）、Ｎ
ｙｍｐｈｕｌａ　ｄｅｐｕｎｃｔａｌｉｓ（ｒｉｃｅ　ｃａｓｅｗｏｒｍ）、Ｏｐｅｒｏ
ｐｈｔｈｅｒａ　ｂｒｕｍａｔａ（ｗｉｎｔｅｒ　ｍｏｔｈ）、Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕ
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ｂｉｌａｌｉｓ（アワノメイガ）、Ｏｘｙｄｉａ　ｖｅｓｕｌｉａ、Ｐａｎｄｅｍｉｓ　
ｃｅｒａｓａｎａ（ヤマトビハマキ）Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｈｅｐａｒａｎａ（ｂｒｏｗｎ
　ａｐｐｌｅ　ｔｏｒｔｒｉｘ）、Ｐａｐｉｌｉｏ　ｄｅｍｏｄｏｃｕｓ、Ｐｅｃｔｉｎ
ｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ（ワタキバガ）、Ｐｅｒｉｄｒｏｍａ　ｓｐｐ．
（ヨトウムシ）、Ｐｅｒｉｄｒｏｍａ　ｓａｕｃｉａ（ニセタマナヤガ）、Ｐｅｒｉｌｅ
ｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ（ｗｈｉｔｅ　ｃｏｆｆｅｅ　ｌｅａｆｍｉｎｅ
ｒ）、Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ（ジャガイモキバガ）、Ｐｈｙ
ｌｌｏｃｎｉｓｉｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ、Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
（ハモグリムシ）、Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ（ｉｍｐｏｒｔｅｄ　ｃａｂｂａｇｅｗｏ
ｒｍ）、Ｐｌａｔｈｙｐｅｎａ　ｓｃａｂｒａ、Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅ
ｌｌａ（ノシメマダラメイガ）、Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ（コナガ）、
Ｐｏｌｙｃｈｒｏｓｉｓ　ｖｉｔｅａｎａ（ブドウヒメハマキ）、Ｐｒａｙｓ　ｅｎｄｏ
ｃａｒｐａ、Ｐｒａｙｓ　ｏｌｅａｅ（ｏｌｉｖｅ　ｍｏｔｈ）、Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉ
ａ　ｓｐｐ．（ヤガ）、Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａｔａ（ヨトウムシ
）、Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ（ｓｏｙｂｅａｎ　ｌｏｏｐｅｒ）
、Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ、Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ、Ｓ
ｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．（ｓｔｅｍｂｏｒｅｒ）、Ｓｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ（
イネヨトウ）、Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ、Ｓｅｔｏｒａ　ｎｉｔｅｎ
ｓ、Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　ｃｅｒｅａｌｅｌｌａ（バクガ）、Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ
　ｐｉｌｌｅｒｉａｎａ、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．（アワヨトウ）、Ｓｐｏｄｏ
ｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ（シロイチモンジョトウ）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｕｇｉ
ｐｅｒｄａ（ｆａｌｌ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｏｒｉｄａｎｉａ
（ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）、Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．（ｒｏｏ
ｔ　ｂｏｒｅｒ）、Ｔｈｅｃｌａ　ｂａｓｉｌｉｄｅｓ、Ｔｈｅｒｍｉｓｉａ　ｇｅｍｍ
ａｔａｌｉｓ、Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ（コイガ）、Ｔｒｉｃｈｏｐ
ｌｕｓｉａ　ｎｉ（イラクサギンウワバ）、Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ、Ｙｐｏｎｏｍ
ｅｕｔａ　ｓｐｐ．、（Ｚｅｕｚｅｒａ　ｃｏｆｆｅａｅ（コーヒーゴマフボクトウ）、
およびＺｅｕｚｅｒａ　ｐｙｒｉｎａ（ｌｅｏｐａｒｄ　ｍｏｔｈ）が含まれる。
【０１００】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、ハジラミ目（Mallophaga
）（ハジラミ（chewing lice））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙
には、それだけには限定されないが、Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｏｖｉｓ（ヒツジハジラミ）、
Ｍｅｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｓｔｒａｍｉｎｅｕｓ　（ニワトリオオハジラミ）、およびＭ
ｅｎｏｐｏｎ　ｇａｌｌｉｎｅａ（ｃｏｍｍｏｎ　ｈｅｎ　ｈｏｕｓｅ）が含まれる。
【０１０１】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、直翅目（Orthoptera）（
バッタ（grasshoppers）、イナゴ（locusts）、およびコオロギ（crickets））を防除す
ることができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだけには限定されないが、Ａｎ
ａｂｒｕｓ　ｓｉｍｐｌｅｘ（モルモンコオロギ）、Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐｉｄａｅ（ケ
ラ）、Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ、Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．（バッ
タ）、Ｍｉｃｒｏｃｅｎｔｒｕｍ　ｒｅｔｉｎｅｒｖｅ（ａｎｇｕｌａｒｗｉｎｇｅｄ　
ｋａｔｙｄｉｄ）、Ｐｔｅｒｏｐｈｙｌｌａ　ｓｐｐ．（キリギリス）、ｃｈｉｓｔｏｃ
ｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ、Ｓｃｕｄｄｅｒｉａ　ｆｕｒｃａｔａ（ｆｏｒｋｔａｉｌ
ｅｄ　ｂｕｓｈ　ｋａｔｙｄｉｄ）、およびＶａｌａｎｇａ　ｎｉｇｒｉｃｏｒｎｉが含
まれる。
【０１０２】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を、シラミ目（Phthiraptera）（シ
ラミ（sucking lice））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、そ
れだけには限定されないが、Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．（ｃａｔｔｌｅ　ａｎ
ｄ　ｈｏｇ　ｌｉｃｅ）、Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｏｖｉｌｌｕｓ（ｓｈｅｅｐ　ｌｏ
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ｕｓｅ）、Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ（アタマジラミ）、Ｐ
ｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ（コロモジラミ）、およびＰｔｈｉ
ｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ（ケジラミ）が含まれる。
【０１０３】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、ノミ目（Siphonaptera）
（ノミ（fleas））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだ
けには限定されないが、Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ（イヌノミ）、Ｃ
ｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ（ネコノミ）、およびＰｕｌｅｘ　ｉｒｒｉ
ｔａｎｓ（ヒトノミ）が含まれる。
【０１０４】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、アザミウマ目（Thysanop
tera）（アザミウマ（thrips））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙
には、それだけには限定されないが、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ（ｔｏｂ
ａｃｃｏ　ｔｈｒｉｐｓ）、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ（
ミカンキイロアザミウマ）、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｈｕｌｔｚｅｉ、Ｆｒａｎ
ｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｗｉｌｌｉａｍｓｉ（ｃｏｒｎ　ｔｈｒｉｐｓ）、Ｈｅｌｉｏｔｈ
ｒｉｐｓ　ｈａｅｍｏｒｒｈａｉｄａｌｉｓ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｔｈｒｉｐｓ）、
Ｒｉｐｈｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐ
ｓ　ｓｐｐ．、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｉｔｒｉ（ｃｉｔｒｕｓ　ｔｈｒｉｐｓ）
、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｄｏｒｓａｌｉｓ（チャノキイロアザミウマ）、Ｔａｅｎ
ｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｈｏｐａｌａｎｔｅｎｎａｌｉｓ、およびＴｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．
が含まれる。
【０１０５】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、シミ目（Thysanura）（
シミ（bristletails））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、そ
れだけには限定されないが、Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．（シミ）およびＴｈｅｒｍｏｂｉ
ａ　ｓｐｐ．（マダラシミ）が含まれる。
【０１０６】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、ダニ目（Acarina）（ダ
ニ（mites）およびマダニ（ticks））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な
列挙には、それだけには限定されないが、Ａｃａｒａｐｓｉｓ　ｗｏｏｄｉ（ｔｒａｃｈ
ｅａｌ　ｍｉｔｅ　ｏｆ　ｈｏｎｅｙｂｅｅｓ）、Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．（食品ダニ）
、（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ（コナダニ）、Ａｃｅｒｉａ　ｍａｎｇｉｆｅｒａｅ（ｍａ
ｎｇｏ　ｂｕｄ　ｍｉｔｅ）、Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．、Ａｃｕｌｏｐｓ　ｌｙｃｏｐ
ｅｒｓｉｃｉ（トマトサビダニ）、Ａｃｕｌｏｐｓ　ｐｅｌｅｋａｓｉ、Ａｃｕｌｕｓ　
ｐｅｌｅｋａｓｓｉ、Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ（リンゴサビダニ）
、マダニ（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ（アメリカアムブリオマ）、Ｂｏ
ｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．（マダニ）、Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｏｂｏｖａｔｕｓ（ｐ
ｒｉｖｅｔ　ｍｉｔｅ）、Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉｃｉｓ（ｒｅｄ　ａｎ
ｄ　ｂｌａｃｋ　ｆｌａｔ　ｍｉｔｅ）、Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．（ヒゼンダニ）、Ｄ
ｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．（カタダニ）、Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂ
ｉｌｉｓ　（アメリカイヌカクダニ）、Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏ
ｎｙｓｓｉｎｕｓ（チリダニ）、Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｕｓ　ｓｐｐ．、Ｅｏｔｅｔｒａ
ｎｙｃｈｕｓ　ｃａｒｐｉｎｉ（ｙｅｌｌｏｗ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔｅ）、Ｅｐｉｔｉ
ｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．、Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．、Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．（マダ
ニ）、Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｕｓ　ｓｐｐ．、Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｃａｔｉ、Ｏｌ
ｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．、Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅｅ、Ｏｌｉｇｏｎ
ｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｕｓ（ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｒｅｄ　ｍｉｔｅ）、Ｐａｎｏｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．、（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ（ミカンハダニ）、Ｐａｎｏｎｙ
ｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ（リンゴハダニ）、Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒ
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ａ（ｃｉｔｒｕｓ　ｒｕｓｔ　ｍｉｔｅ）、Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｎ　
ｌａｔｕｓ（チャノホコリダニ）、Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ
（クリイロコイタマダニ）、Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．（ネダニ）、Ｓａｒｃ
ｏｐｔｅｓ　ｓｃａｂｉｅｉ（ヒゼンダニ）、Ｔｅｇｏｌｏｐｈｕｓ　ｐｅｒｓｅａｆｌ
ｏｒａｅ、Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．、Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａ
ｅ（ナミハダニ）、およびＶａｒｒｏａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ（ミツバチヘギイタダニ
）が含まれる。
【０１０７】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、線虫類（Nematoda）（線
虫（nematodes））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には、それだ
けには限定されないが、Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．（ｂｕｄ　ａｎｄ　ｌ
ｅａｆ　＆　ｐｉｎｅ　ｗｏｏｄ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓ
ｐｐ．（ｓｔｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．（ｒｉ
ｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｉｍｍｉｔｉｓ（犬糸状虫）、Ｄ
ｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ｓｔｅｍ　ａｎｄ　ｂｕｌｂ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．（シストセンチュウ）、Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａ
ｅ（ｃｏｒｎ　ｃｙｓｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｎｉｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．（ｒｏｏｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．（ｌａｎｃｅ
　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．（ネコブセンチュウ）、Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ（ネコブセンチュウ）、Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ
　ｖｏｌｖｕｌｕｓ（回施糸状虫）、Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ネグサレセ
ンチュウ）、Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．（ネモグリセンチュウ）、およびＲｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ（ｋｉｄｎｅｙ－ｓｈａｐｅｄ　ｎｅｍａｔｏｄ
ｅ）が含まれる。
【０１０８】
　別の実施形態において、本明細書に開示する本発明を用いて、コムカデ目（Symphyla）
（コムカデ（symphylans））を防除することができる。これら害虫の非網羅的な列挙には
、それだけには限定されないが、Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ　ｉｍｍａｃｕｌａｔａが含
まれる。
【０１０９】
　より詳しい情報については、Ａｒｎｏｌｄ　Ｍａｌｌｉｓ、「Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ
　Ｐｅｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ－Ｔｈｅ　Ｂｅｈａｖｉｏｒ，Ｌｉｆｅ　Ｈｉｓｔｒｏｙ，
ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｈｏｕｓｅｈｏｌｄ　Ｐｅｓｔｓ」、第９版、著作権２
００４年、ＧＩＥ　Ｍｅｄｉａ社を参考にされたい。
【０１１０】
混合物（MIXTURES）
　本明細書に開示する本発明と組み合わせて有利に使用することができる殺虫剤のいくつ
かには、それだけには限定されないが、以下のものが含まれる。
　１，２ジクロロプロパン、１，３ジクロロプロペン、
　アバメクチン、アセフェート、アセキノシル、アセタミプリド、アセチオン、アセトプ
ロール、アクリナトリン、アクリロニトリル、アラニカルブ、アルジカルブ、アルドキシ
カルブ、アルドリン、アレスリン、アロサミジン、アリキシカルブ、αシペルメトリン、
αエクジソン、アミジチオン、アミドフルメト、アミノカルブ、アミトン、アミトラズ、
アナバシン、三酸化ヒ素、アチダチオン、アザディラクチン、アザメチホス、アジンホス
エチル、アジンホスメチル、アゾベンゼン、アゾシクロチン、アゾトエート、
　ヘキサフルオロケイ酸バリウム、バルトリン、ベンクロチアズ、ベンジオカルブ、ベン
フラカルブ、ベノミル、ベノキサホス、ベンスルタプ、ベンゾキシメート、安息香酸ベン
ジル、βシフルスリン、βシペルメトリン、ビフェナザート、ビフェンスリン、ビナパク
リル、ビオアレスリン、ビオエタノメトリン、ビオペルメトリン、ビストリフルロン、ホ
ウ砂、ホウ酸、ブロムフェンビンフォス、ブロモＤＤＴ、ブロモシクレン、ブロモホス、
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ブロモホスエチル、ブロモプロピレート、ブフェンカルブ、ブプロフェジン、ブタカルブ
、ブタチオフォス、ブトカルボキシム、ブトネート、ブトキシカルボキシム、
　カデュサフォス、砒酸カルシウム、多硫化カルシウム、カンフェクロール、カルバノレ
ート、カルバリル、カルボフラン、二硫化炭素、四塩化炭素、カルボフェノチオン、カル
ボスルファン、カルタップ、キノメチオナート、クロラントラニルプロール、クロルベン
シド、クロルビシクレン、クロルダン、クロルデコン、クロルジメフォルム、クロルエト
キシフォス、クロルフェナピル、クロルフェネトール、クロルフェンソン、クロルフェン
スルフィド、クロルフェンビンホス、クロルフルアズロン、クロルメホス、クロロベンジ
レート、クロロホルム、クロロメブホルム、クロロメチウロン、クロロピクリン、クロロ
プロピレート、クロロホキシム、クロルプラゾホス、クロルピロホス、クロルピロホスメ
チル、クロルチオホス、クロマフェノジド、シネリンＩ、シネリンＩＩ、シスメトリン、
クロエトカルブ、クロフェンタジン、クロサンテール、クロチアニジン、アセト亜ヒ酸第
二銅、ヒ酸銅（ＩＩ）、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、クマホス、クミトエート、クロタ
ミトン、クロトキシホス、クルエンタレンＡおよびＢ、クルホメート、クリオライト、シ
アノフェンホス、シアノホス、シアントエート、シクレトリン、シクロプロトリン、シエ
ノピラフェン、シフルメトフェン、シフルトリン、シハロトリン、シヘキサチン、シペル
メトリン、シフェノトリン、シロマジン、シチオエート、
　ｄ－リモネン、ダゾメット、ＤＢＣＰ、ＤＣＩＰ、ＤＤＴ、デカルボフラン、デルタメ
トリン、デメフィオン、デメフィオンＯ、デメフィオンＳ、デメトン、デメトンメチル、
デメトンＯ、デメトンＯメチル、デメトンＳ、デメトンＳメチル、デメトンＳメチルスル
ホン、ジアフェンチウロン、ジアリフォス、ジアミダホス、ジアジノン、ジカプトン、ジ
クロフェンチオン、ジクロフルアニド、ジクロルボス、ジコフォール、ジクレシル、ジク
ロトホス、ジシクラニル、ジエルドリン、ジエノクロール、ジフロビダジン、ジフルベン
ズロン、ジロール（dilor）、ジメフルトリン、ジメフォックス、ジメタン、ジメトエー
ト、ジメトリン、ジメチルビンホス、ジメチラン、ジネックス、ジノブトン、ジノカップ
、ジノカップ４、ジノカップ６、ジノクトン、ジノペントン、ジノプロップ、ジノサム、
ジノスルフォン、ジノテフラン、ジノテルボン、ジオフェノラン、ジオキサベンゾフォス
、ジオキサカルブ、ジオキサチオン、ジフェニルスルフォン、ジスルフィラム、ジスルフ
ォトン、ジチクロホス、ＤＮＯＣ、ドフェナピン、ドラメクチン、
　エクジステロン、エマメクチン、ＥＭＰＣ、エムペントリン、エンドスルファン、エン
ドチオン、エンドリン、ＥＰＮ、エポフェノナン、エプリノメクチン、エスフェンバレレ
ート、エタホス（etaphos）、エチオフェンカルブ、エチオン、エチプロール、エトエー
トメチル、エトプロホス、エチルＤＤＤ、ギ酸エチル、エチレンジブロミド、エチレンジ
クロリド、エチレンオキシド、エトレンプロックス、エトキサゾール、エトリムホス、Ｅ
ＸＤ、
　ファムフール、フェナミホス、フェナザフロール、フェナザキン、フェンブタチンオキ
シド、フェンクロルホス、フェネタカルブ（fenethacarb）、フェンフルトリン、フェニ
トロチオン、フェノブカルブ、フェノチオカルブ、フェノキサクリム、フェノキシカルブ
、フェンピリトリン、フェンプロパトリン、フェンピロキシメート、フェンソン、フェン
スルホチオン、フェンチオン、フェンチオンエチル、フェントリファニル、フェンバレレ
ート、フィプロニル、フロニカミド、フルアクリピリム、フルアズロン、フルベンジアミ
ド、フルベンジミン、フルコフロン、フルシクロクスロン、フルシトリネート、フルエネ
チル、フルフェネリウム、フルフェノクスロン、フルフェンプロックス、フルメトリン、
フルオルベンシド（fluorbenside）、フルバリネート、ホノホス、ホルメタネート、ホル
モチオン、ホルムパラネート（formparanate）、ホスメチラン、ホスピレート（fospirat
e）、ホスチアゼート、ホスチエタン、ホスチエタン、フラチオカルブ、フレスリン、フ
ルフラール、
　γシハロトリン、γＨＣＨ、
　ハロフェンプロックス、ハロフェノジド、ＨＣＨ、ＨＥＯＤ、ヘプタクロル、ヘプテノ
ホス、ヘテロホス（heterophos）、ヘキサフルムロン、ヘキシチアゾックス、ＨＨＤＮ、
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ヒドラメチルノン、シアン化水素、ハイドロプレン、ヒキンカルブ（hyquincarb）、
　イミシアホス、イミダクロプリド、イミプロトリン、インドキサカルブ、ヨードメタン
、ＩＰＳＰ、イサミドホス、イサゾホス、イソベンザン、イソカルボホス、イソドリン、
イソフェンホス、イソプロカルブ、イソプロチオラン、イソチオエート、イソキサチオン
、イベルメクチン、
　ジャスモリンＩ、ジャスモリンＩＩ、ジョドフェンホス（jodfenphos）、幼若ホルモン
Ｉ、幼若ホルモンＩＩ、幼若ホルモンＩＩＩ、
　ケレバン、キノプレン、
　λシハロトリン、ヒ酸鉛、レピメクチン、レプトホス、リンデン、リリムホス（lirimf
os）、ルフェヌロン、リチダチオン、
　マラチオン、マロノベン（malonoben）、マジドックス、メカルバム、メカルホン、メ
ナゾン、メホスホラン、塩化第一水銀、メスルフェン、メスルフェンホス、メタフルミゾ
ン、メタム、メタクリホス、メタミドホス、メチダチオン、メチオカルブ、メトクロトホ
ス（methocrotophos）、メトミル、メトプレン、メトキシクロル、メトキシフェノジド、
臭化メチル、メチルイソチオシアネート、メチルクロロホルム、塩化メチレン、メトフル
トリン、メトルカルブ、メトキサジアゾン、メビンホス、メキサカルバート、ミルベメク
チン、ミルベマイシンオキシム、ミパホックス（mipafox）、ミレックス、ＭＮＡＦ、モ
ノクロトホス、モルホチオン（morphothion）、モキシデクチン、
　ナフタロホス、ナレド、ナフタレン、ニコチン、ニフルリジド、ニッコーマイシン、ニ
テンピラム、ニチアジン、ニトリラカルブ、ノバルロン、ノビフルムロン、
　オメトエート、オキサミル、オキシデメトンメチル、オキシデプロホス、オキシジスル
ホトン、
　パラジクロロベンゼン、パラチオン、パラチオンメチル、ペンフルロン、ペンタクロロ
フェノール、ペルメトリン、フェンカプトン、フェノトリン、フェントエート、ホレート
、ホサロン、ホスホラン、ホスメット、ホスニクロル（phosnichlor）、ホスファミドン
、ホスフィン、ホスホカルブ、ホキシム、ホキシムメチル、ピリメタホス、ピリミカルブ
、ピリミホスエチル、ピリミホスメチル、亜ヒ酸カリウム、チオシアン酸カリウム、ｐｐ
’ＤＤＴ、プラレトリン、プレコセンＩ、プレコセンＩＩ、プレコセンＩＩＩ、プリミド
ホス、プロクロノール、プロフェノホス、プロフルトリン、プロマシル、プロメカルブ、
プロパホス、プロパルギト、プロペタンホス、プロポクスール、プロチダチオン、プロチ
オホス、プロトエート、プロトリフェンブト、ピラクロホス、ピラフルプロール、ピラゾ
ホス、ピレスメトリン、ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ、ピリダベン、ピリダリル、ピリ
ダフェンチオン、ピリフルキナゾン、ピリミジフェン、ピリミテート（pyriminate）、ピ
リプロール、ピリプロキシフェン、
　カッシア、キナルホス、キナルホス、キナルホスメチル、キノチオン、クアンティファ
イズ（quantifies）、
　ラフォキサニド、レスメトリン、ロテノン、リアニア、
　サバジラ、シュラーダン、セラメクチン、シラフルオフェン、亜ヒ酸ナトリウム、フッ
化ナトリウム、ヘキサフルオロケイ酸ナトリウム、チオシアン酸ナトリウム、ソファミド
（sophamide）、スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、
スピロテトラマト、スルコフロン、スルフィラム、スルフラミド、スルフォテップ、イオ
ウ、フッ化スルフリル、スルプロホス、
　タウフルバリネート、タジムカルブ、ＴＤＥ、テブフェノジド、テブフェンピラド、テ
ブピリムホス、テフルベンズロン、テフルスリン、テメホス、ＴＥＰＰ、テラレトリン、
テルブホス、テトラクロロエタン、テトラクロロビンホス、テトラジホン、テトラメトリ
ン、テトラナクチン、テトラスル、θシペルメトリン、チアクロプリド、チアメトキサム
、チクロホス（thicrofos）、チオカルボキシム、チオシクラム、チオジカルブ、チオフ
ァノックス、チオメトン、チオナジン、チオキノックス、チオスルタップ（thiosultap）
、チューリンゲンシン（thuringiensin）、トルフェンピラド、トラロメトリン、トラン
スフルトリン、トランスペルメトリン、トリアラテン、トリアザメート、トリアゾホス、
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トリクロルホン、トリクロルメタホス３（trichlormetaphos 3）、トリクロロナート（tr
ichloronat）、トリフェノホス、トリフルムロン、トリメタカルブ、トリプレン、
　バミドチオン、バミドチオン、バニリプロール、バニリプロール、
　ＸＭＣ、キシリカルブ、
　ζシペルメトリン、およびゾラプロホス
　が含まれる。
【０１１１】
　さらに、上記の殺虫剤のあらゆる組合せを用いることができる。
【０１１２】
　本明細書に開示する本発明を、経済上および相乗性両方の理由で、除草剤および殺真菌
剤とともに用いることもできる。
【０１１３】
　本明細書に開示する本発明を、経済上および相乗性の理由で、抗微生物剤、殺細菌剤、
枯葉剤、毒性緩和剤、相乗剤、殺藻剤、誘引剤、乾燥剤、フェロモン、忌避剤、動物浸液
、殺鳥剤、消毒剤、信号化学物質、および軟体動物駆除剤（これらの分類は必ずしも相互
に排他的ではない）とともに用いることもできる。
【０１１４】
　さらなる情報には、本明細書の出願日の、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．
ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌにある、「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ
　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」を参考にされたい。Ｃ　Ｄ　
Ｓ　Ｔｏｍｌｉｎ編集、著作権２００６年、Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」第１４版も参
考にされたい。
【０１１５】
相乗的混合物（SYNERGISTIC MIXTURES）
　本明細書に開示する本発明を、「混合物」の表題の下に言及するものなどの他の化合物
とともに用いて、混合物における化合物の作用機序が同じ、類似の、または異なる相乗的
混合物を形成することができる。
【０１１６】
　作用機序の例には、それだけには限定されないが、アセチルコリンエステラーゼインヒ
ビター、ナトリウムチャンネルモジュレーター、キチン生合成インヒビター、ＧＡＢＡゲ
ーティッドクロライドチャンネルアンタゴニスト（GABA-gated chloride channel antago
nist）、ＧＡＢＡおよびグルタメートゲーティッドクロライドチャンネルアゴニスト、ア
セチルコリン受容体アゴニスト、ＭＥＴ　Ｉインヒビター、Ｍｇが刺激するＡＴＰａｓｅ
インヒビター、ニコチン性アセチルコリンレセプター、中腸膜ディスラプター、および酸
化的リン酸化ディスラプターが含まれる。
【０１１７】
　さらに、以下の化合物が相乗剤として知られており、本明細書に開示する本発明ととも
に用いることができる：ピペロニルブトキシド、ピプロタール、プロピルイソーム（prop
yl isome）、セサメックス、セサモリン、およびスルホキシド。
【０１１８】
製剤（FORMULATIONS）
　殺虫剤は、その純粋な形態では適用にほとんど適さない。殺虫剤を必要とされる濃度お
よび好適な形態で用いることができるように他の物質を加え、適用、取扱い、輸送、貯蔵
の容易さ、および最大の殺虫作用を可能にすることが通常必要である。したがって、殺虫
剤は、例えば、餌、濃縮乳剤、ダスト、乳化性の濃縮物、燻蒸剤、ゲル剤、顆粒剤、マイ
クロカプセル封入、種子処理、懸濁濃縮物、サスポエマルジョン、錠剤、水溶性液剤、水
に分散可能な顆粒剤またはドライフロアブル、水和剤、および超小体積の溶液に製剤化さ
れる。
【０１１９】
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　製剤タイプに関するさらなる情報には、「Ｃａｔａｌｏｇｕｅ　ｏｆ　ｐｅｓｔｉｃｉ
ｄｅ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ｔｙｐｅｓ　ａｎｄ　ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｃ
ｏｄｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ」、Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ、２号、第５版
、ＣｒｏｐＬｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（２００２年）を参照されたい。
【０１２０】
　殺虫剤は、このような殺虫剤の濃縮製剤から調製された水性懸濁剤または乳剤として適
用されることが最も多い。このような水溶性の、水に懸濁性の、または乳化性の製剤は、
水和剤もしくは水に分散可能な顆粒剤として通常知られている固体、または乳化性の濃縮
物もしくは水性懸濁液として通常知られている液体のいずれかである。水に分散可能な顆
粒剤を形成するように凝縮されることがある水和剤は、殺虫剤、担体、および界面活性剤
の均質な混合物を含んでいる。殺虫剤の濃度は、通常約１０重量％から約９０重量％まで
である。担体は、アタパルジャイト粘土、モンモリロナイト粘土、珪藻土、または純粋な
ケイ酸塩の中から通常選択される。約０．５％から約１０％までの水和剤を含む有効な界
面活性剤は、硫酸化リグニン、濃縮ナフタレンスルホネート、ナフタレンスルホネート、
アルキルベンゼンスルホネート、アルキルサルフェート、およびアルキルフェノールのエ
チレンオキサイド付加物などの非イオン性界面活性剤の中に見出される。
【０１２１】
　殺虫剤の乳化性の濃縮物は、水混和性の溶媒、または水不混和性の有機溶媒および乳化
剤の混合物のいずれかである担体中に、液体１リットルあたり約５０から約５００グラム
までを溶解するなどの、好都合な濃度の殺虫剤を含んでいる。有用な有機溶媒には、芳香
族、特にキシレンおよび石油留分、特に石油の高沸点ナフタレンおよびオレフィン部分、
例えば芳香族のヘビーナフサが含まれる。他の有機溶媒、例えば、ロジン誘導体、脂肪族
ケトン（例えば、シクロヘキサノン）、および複合アルコール（例えば、２－エトキシエ
タノール）を含むテルペンの溶媒も用いてもよい。乳化性の濃縮物に適する乳化剤は、従
来の陰イオン性および非イオン性の界面活性剤から選択される。
【０１２２】
　水性懸濁液は、約５重量％から約５０重量％までの範囲の濃度で水性の担体中に分散し
ている水不溶性の殺虫剤の懸濁液を含んでいる。懸濁液は、殺虫剤を細かく粉砕し、水お
よび界面活性剤からなる担体中に勢いよく混合することによって調製される。無機塩およ
び合成または天然のゴムなどの成分も、水性の担体の密度および粘度を増大するために加
えることができる。混合水溶液を調製し、サンドミル、ボールミル、またはピストンタイ
プのホモジナイザーなどの器具中でホモジナイズすることによって、殺虫剤を同時に粉砕
および混合するのが最も有効であることが多い。
【０１２３】
　殺虫剤を、土に適用するのに特に有用である顆粒の組成物として適用してもよい。顆粒
の組成物は、粘土または類似の物質を含む担体中に分散した約０．５重量％から約１０重
量％までの殺虫剤を通常含んでいる。このような組成物は、殺虫剤を適切な溶媒中に溶解
し、約０．５ｍｍから３ｍｍまでの範囲の好適な粒子サイズに予め形成された顆粒の担体
にそれを適用することによって通常調製される。このような組成物は、担体および化合物
の生地またはペーストを作成し、押し砕き、乾燥して所望の顆粒の粒子サイズを得ること
によっても調合され得る。
【０１２４】
　殺虫剤を含むダストは、粉末の形態の殺虫剤を、カオリン粘土、粉砕した火山岩などの
適切なダスト状の農業用担体と均質に混合することによって調製される。ダストは、適切
には約１％から約１０％までの殺虫剤を含むことができる。これらは種子粉衣として、ま
たは葉の適用として、ダストブロワー機器で適用することができる。
【０１２５】
　好適な有機溶媒中（通常、農業化学において広く使われている、スプレーオイルなどの
石油）の溶液の形態の殺虫剤を適用することは同程度に実用的である。
【０１２６】
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　殺虫剤を、エアロゾル組成物の形態で適用してもよい。このような組成物において、殺
虫剤は、圧力発生性の噴射剤混合物である担体中に溶解または分散している。エアロゾル
組成物は、そこから混合物が噴霧弁を通して分散される容器に包装される。
【０１２７】
　殺虫剤の餌は、殺虫剤を食品もしくは誘引剤、または両方と混合する場合に形成される
。害虫が餌を食べるときに殺虫剤も摂取する。餌は、顆粒、ゲル、フロアブルパウダー、
液体、または固体の形態をとることができる。これらは害虫の生息場所において用いられ
る。
【０１２８】
　燻蒸剤は、比較的高い蒸気圧を有し、したがって土または囲まれたスペースにおいて害
虫を死滅させるのに十分な濃度のガスとして存在することができる殺虫剤である。燻蒸剤
の毒性は、その濃度および暴露時間に比例する。これらは拡散能力が良好であること、お
よび害虫の呼吸器系に浸透し、または害虫の角皮を通して吸収されることによる作用を特
徴とする。燻蒸剤は、ガス密封されている部屋もしくは建物において、または特別な室に
おいて、ガスを透過しないシートのもとで、貯蔵製品害虫を防除するために適用される。
【０１２９】
　殺虫剤を、様々なタイプのプラスチックポリマーに殺虫剤粒子または液滴を懸濁させる
ことによってマイクロカプセル化してもよい。ポリマーの化学的性質を変更することによ
って、または処理加工における要因を変化させることによって、様々なサイズ、溶解性、
肉厚、および浸透度のマイクロカプセルを形成することができる。これらの要因は、内部
の有効成分が放出される速度を支配し、これは次に生成物の残留性能、作用速度、および
匂いに影響を及ぼす。
【０１３０】
　油剤濃縮物は、殺虫剤を溶液中に保持する溶媒中に殺虫剤を溶解することによって作成
する。殺虫剤の油剤は、溶媒自体が殺虫作用を有し、外皮のロウ様の被覆の溶解が殺虫剤
の取り込みの速度を増大することにより、通常、他の製剤よりも速やかに害虫を打ち倒し
、死滅をもたらす。油剤の他の利点には、貯蔵安定性がより良好で、間隙への浸透がより
良好で、脂肪の多い表面への付着がより良好であることが含まれる。
【０１３１】
　別の実施形態は水中油型乳剤であり、乳剤は各々層状の液晶コーティングを備え水相に
分散される油状小球を含み、各々の油状小球は農業上活性である少なくとも１つの化合物
を含み、（１）少なくとも１つの非イオン性の親油性表面活性剤、（２）少なくとも１つ
の非イオン性の親水性表面活性剤、および（３）少なくとも１つのイオン性の表面活性剤
を含む単層またはオリゴ多重層で個々にコーティングされており、小球の粒子直径の平均
は８００ナノメートル未満である。この実施形態に対するさらなる情報は、特許出願第１
１／４９５，２２８号を有する、２００７年２月１日公開の米国特許出願公開第２００７
００２７０３４号に開示されている。使用を容易にするために、この実施形態を「ＯＩＷ
Ｅ」と呼ぶ。
【０１３２】
　さらなる情報には、Ｄ．Ｄｅｎｔ、「Ｉｎｓｅｃｔ　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
」、第２版、著作権ＣＡＢ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（２０００年）を参考にされた
い。さらに、より詳しい情報には、Ａｒｎｏｌｄ　Ｍａｌｌｉｓ「Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏ
ｆ　Ｐｅｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ－Ｔｈｅ　Ｂｅｈａｖｉｏｒ，Ｌｉｆｅ　Ｈｉｓｔｒｏｙ
，ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｈｏｕｓｅｈｏｌｄ　Ｐｅｓｔｓ」、第９版、著作権
、２００４年、ＧＩＥ　Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｃ．を参考にされたい。
【０１３３】
他の製剤成分（OTHER FORMULATION COMPONENTS）
　一般に、本明細書に開示する本発明を製剤において用いる場合、このような製剤は他の
成分も含むことができる。これらの成分には、それだけには限定されないが（これは非網
羅的で、相互に排他的ではない列挙である）、湿潤剤、展着剤（spreaders）、固着剤（s
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tickers）、浸透剤、バッファー、金属イオン封鎖剤（sequestering agents）、ドリフト
低減剤（drift reducing agents）、相容化剤、消泡剤、洗浄剤、および乳化剤が含まれ
る。少数の成分を即刻記載する。
【０１３４】
　湿潤剤は、液体に加えた場合、液体とそれが広がる表面との間の界面張力を低減するこ
とによって、液体の拡散および浸透の力を増大する物質である。湿潤剤は、農芸化学的製
剤において２つの主な機能のために用いられる：処理加工および製造の間に水中の粉末の
湿潤の速度を増大して可溶性液体または懸濁性濃縮物に対する濃縮物を作成するために、
ならびに圧搾空気タンクにおいて生成物を水と混合する間に水和剤の湿潤時間を低下させ
て水分散性顆粒中への水の浸透を改善するために。水和剤、懸濁性濃縮物、および水分散
性顆粒の製剤に用いられる湿潤剤の例は、ラウリル硫酸ナトリウム、ジオクチルスルホコ
ハク酸ナトリウム、アルキルフェノールエトキシレート、および脂肪族アルコールエトキ
シレートである。
【０１３５】
　分散剤は、粒子の表面上に吸着し、粒子の分散の状態を保存するのを助け、それらが再
凝集するのを防ぐ物質である。分散剤は、製造の間の分散および懸濁を促進し、圧搾空気
タンク中で粒子が確実に水中に再分散するように農芸化学的製剤に加えられる。これらは
水和剤、懸濁性濃縮物、および水分散性顆粒において広く用いられる。分散剤として用い
られる界面活性剤は、粒子表面上に強力に吸着し、粒子の再凝集に対する荷電した、また
は立体的なバリアを提供する能力を有する。最も一般的に用いられる界面活性剤は、陰イ
オン性の、非イオン性の、または２タイプの混合である。水和剤製剤では、最も一般的な
分散剤は、リグノスルホン酸ナトリウムである。懸濁性濃縮物では、ナフタレンスルホン
酸ナトリウムホルムアルデヒド縮合物などの高分子電解質を用いて、非常に良好な吸着お
よび安定化を得る。トリスチリルフェノールエトキシレートホスフェートエステルも用い
られる。アルキルアリールエチレンオキシド縮合物およびＥＯ－ＰＯブロック共重合体な
どの非イオン性物質は、懸濁性濃縮物用の分散剤として陰イオン性物質と組み合わされる
ことがある。近年、新しいタイプの、非常に高分子量のポリマー性界面活性剤が分散剤と
して開発されている。これらは、非常に長い疎水性の「バックボーン」、および界面活性
剤の「くし」の「歯」を形成する多数のエチレンオキシド鎖を有する。疎水性のバックボ
ーンは粒子表面上に対して多くの繋留点を有するので、これら高分子量のポリマーは懸濁
性濃縮物に非常に優れた長期間の安定性をもたらすことができる。農芸化学製剤で用いら
れる分散剤の例は、リグノスルホン酸ナトリウム、ナフタレンスルホン酸ナトリウムホル
ムアルデヒド縮合物、トリスチリルフェノールエトキシレートホスフェートエステル、脂
肪族アルコールエトキシレート、アルキルエトキシレート、ＥＯ－ＰＯブロック共重合体
、およびグラフト共重合体である。
【０１３６】
　乳化剤は、ある液相の液滴の、別の液相における懸濁を安定化する物質である。乳化剤
がないと、２つの液体は２つの不混和性の液相に分離してしまう。最も一般的に用いられ
る乳化剤のブレンドは、１２個またはそれを超えるエチレンオキシド単位およびドデシル
ベンゼンスルホン酸の油溶性のカルシウム塩とともに、アルキルフェノールまたは脂肪族
アルコールを含んでいる。親水親油バランス（「ＨＬＢ」）の範囲が８から１８までの値
であれば、通常安定性の良好な乳剤がもたらされる。乳剤の安定性は、少量のＥＯ－ＰＯ
ブロック共重合体の界面活性剤を加えることによって改善されることがあり得る。
【０１３７】
　可溶化剤（solubilizing agents）は、臨界ミセル濃度を超えた濃度の水中でミセルを
形成する界面活性剤である。次いで、ミセルは、ミセルの疎水性部分の内側で水不溶の材
料を溶解し、または可溶化することができる。可溶化に通常用いられる界面活性剤のタイ
プは非イオン性物質：モノオレイン酸ソルビタン、モノオレイン酸ソルビタンエトキシレ
ート、およびオレイン酸メチルエステルである。
【０１３８】
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　界面活性剤は、時に、単独で、または標的に対する殺虫剤の生物学的性能を改善するた
めに圧搾空気タンク混合物に対する補助剤（adjuvants）として鉱物油または植物油など
の他の添加剤と一緒に、のいずれかで用いられる。バイオエンハンスメントに用いられる
界面活性剤のタイプは、一般的に殺虫剤の性質および作用機序に依存する。しかし、これ
らは、アルキルエトキシレート、直鎖脂肪族アルコールエトキシレート、脂肪族アミンエ
トキシレートなど、非イオン性物質であることが多い。
【０１３９】
　農業用製剤における担体（carrier）または希釈剤（diluent）は、必要とされる強度の
生成物をもたらすために殺虫剤に添加される材料である。担体は、通常、吸収能力の高い
材料であり、希釈剤は、通常、吸収能力の低い材料である。担体および希釈剤は、ダスト
、水和剤、顆粒剤、および水分散性顆粒剤の製剤で用いられる。
【０１４０】
　有機溶媒は、主に、乳化性濃縮物の製剤、ＵＬＶ製剤において、より低い程度で顆粒製
剤において用いられる。溶媒の混合物が用いられることがある。溶媒の第１の主なグルー
プは、灯油または精製パラフィン蝋などの脂肪族パラフィン油である。第２の主なグルー
プで最も一般的なものは、キシレン、およびＣ９およびＣ１０芳香族溶媒の高分子量分画
などの芳香族溶媒を含んでいる。製剤を水中に乳化する場合は、殺虫剤の結晶化を防ぐた
めの共溶媒（cosolvents）として塩素化炭化水素が有用である。アルコールは、溶媒の強
度を増大するために共溶媒として用いられることがある。
【０１４１】
　増粘剤（thickeners）またはゲル化剤（gelling agents）は、液体のレオロジーすなわ
ち流動の性質を改変し、分散した粒子または液滴の分離および沈降を防ぐために、主に懸
濁性濃縮物、乳剤、およびサスポエマルジョンの製剤において用いられる。増粘剤、ゲル
化剤、および抗沈降剤（anti-settling agents）は、概ね２つの分類、すなわち水不溶性
粒子および水溶性ポリマーに分けられる。粘土およびシリカを用いて懸濁性濃縮物の製剤
を生成することが可能である。これらのタイプの材料の例には、それだけには限定されな
いが、モンモリロナイト（例えば、ベントナイト）、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、
およびアタパルジャイトが含まれる。水溶性多糖は、長年、増粘－ゲル化剤として用いら
れている。最も一般的に用いられる多糖のタイプは、種子および海藻の天然抽出物、また
は合成のセルロース誘導体である。これらのタイプの材料の例には、それだけには限定さ
れないが、グアーゴム、ロカストビーンガム、カラギーナン、アルギン酸塩、メチルセル
ロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム（ＳＣＭＣ）、ヒドロキシエチルセルロ
ース（ＨＥＣ）が含まれる。他のタイプの抗沈降剤は、加工デンプン、ポリアクリレート
、ポリビニルアルコール、およびポリエチレンオキシドをベースにしたものである。別の
良好な抗沈降剤はキサンタンガムである。
【０１４２】
　微生物は調合した生成物の損傷を引き起こす。したがって、保存剤（preservation age
nts）を用いてこれらの効果を除去または低減する。このような薬剤の例には、それだけ
には限定されないが、プロピオン酸およびそのナトリウム塩、ソルビン酸およびそのナト
リウムまたはカリウム塩、安息香酸およびそのナトリウム塩、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ナ
トリウム塩、ｐ－ヒドロキシ安息香酸メチル、および１，２－ベンズイソチアザリン－３
－オン（ＢＩＴ）が含まれる。
【０１４３】
　界面張力を低減する界面活性剤が存在すると、生成における、および圧搾空気タンクを
通した適用における混合操作の間に、水ベースの製剤に泡立ちをもたらすことが多い。泡
立つ傾向を低減するために、生成段階の間に、またはボトル中に充填する前に、のいずれ
かに消泡剤を加えることが多い。一般的に、２つのタイプの、すなわちシリコーンおよび
非シリコーンの消泡剤が存在する。シリコーンは、通常ジメチルポリシロキサンの水性乳
剤であり、非シリコーンの消泡剤は、オクタノールおよびノナノール、またはシリカなど
の水不溶性油である。両方の場合において、消泡剤の機能は、界面活性剤を空気－水界面
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から置換することである。
【０１４４】
　さらなる情報には、Ｄ．Ａ．　Ｋｎｏｗｌｅｓ編集、「Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ａｇｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ」
、著作権１９９８年、Ｋｌｕｗｅｒ　Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓを参照さ
れたい。また、Ａ．Ｓ．Ｐｅｒｒｙ、Ｉ．Ｙａｍａｍｏｔｏ、Ｉ．Ｉｓｈａａｙａ、およ
びＲ．Ｐｅｒｒｙ、「Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅｓ　ｉｎ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　ａｎ
ｄ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ－Ｒｅｔｒｏｓｐｅｃｔｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ」
著作権１９９８年、Ｓｐｒｉｎｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇも参照されたい。
【０１４５】
適用（APPLICATION）
　害虫の部位に適用する殺虫剤の実際の量は決定的ではなく、当業者は容易に決定するこ
とができる。一般的に、１ヘクタールあたり約０．０１グラムの殺虫剤から１ヘクタール
あたり約５０００グラムの殺虫剤の濃度が、良好な防除をもたらすと予想される。
【０１４６】
　それに対して殺虫剤を適用する部位は害虫が生息するあらゆる部位、例えば、野菜作物
、果実および堅果をつける木、ブドウのツル、観賞植物、家畜、建物の内面または外面、
および建物周囲の土であってよい。
【０１４７】
　一般的に、餌では、餌は、例えば、シロアリが餌と接触することがある地面に配置され
る。餌は、また、例えば、アリ、シロアリ、ゴキブリ、およびハエが餌と接触することが
ある建物の表面（水平面、垂直面、または斜面の表面）に適用することもある。
【０１４８】
　害虫の卵には、殺虫剤に抵抗する独特の能力のあるものがあるので、新たに現れる幼虫
を防除するために繰り返し適用することが望ましいことがある。
【０１４９】
　植物の異なる部分に殺虫剤を適用することによって、植物における殺虫剤の全体的な動
きを利用して、植物の一部分の害虫を防除してもよい。例えば、葉面摂食（foliar-feedi
ng）の昆虫の防除は、点滴灌漑もしくは畦間散布によって、または植え付け前に種子を処
理することによって、防除することができる。種子処理は、特殊化された形質を発現する
ように遺伝的に形質転換された植物がそれから発芽するものを含めて、すべてのタイプの
種子に適用することができる。代表的な例には、無脊椎動物の害虫に毒性であるタンパク
質を発現するもの（例えば、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓもしくは他
の殺虫性の毒素）、除草剤抵抗性を発現するもの（例えば、「ラウンドアップレディー（
Roundup Ready）」種子）、または殺虫性毒素、除草剤抵抗性、栄養増強、もしくはあら
ゆる他の有益な形質を発現する「積み重なった（stacked）」外来遺伝子を有するものが
含まれる。さらに、本明細書に開示する本発明で処理した種子は、ストレスの多い成長条
件により良好に持ちこたえる植物の能力をさらに増強することができる。これにより、収
穫期により高い収量を得ることができる、より健康でより活気のある植物がもたらされる
。
【０１５０】
　本明細書に開示する本発明は、獣医学の部門において、または動物の維持の分野におい
て、内部寄生虫および外部寄生虫を防除するのに適する。本発明による化合物は、例えば
、錠剤、カプセル剤、飲料、顆粒剤の形態における経口投与、例えば、浸漬、噴霧、注入
、スポッティング、およびダスティングの形態における皮膚適用、および例えば注射の形
の非経口投与などによる知られている様式でここに適用される。
【０１５１】
　本明細書に開示する本発明は、ウシ、ヒツジ、ブタ、ニワトリ、およびガチョウなどの
家畜の維持に有利に使用され得る。適切な製剤を、飲料水または餌と一緒に動物に経口投
与する。適切である投与量および製剤は種によって決まる。
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【０１５２】
　本明細書に開示する本発明は、用いることもできる。
【０１５３】
　殺虫剤を使用し、または市販することができる前に、このような殺虫剤は様々な（地方
、地域、州、国、国際的）政府機関による冗長な評価プロセスを受ける。監督機関によっ
て多量のデータの必要性が明記され、多量のデータの必要性は製品の登録者または製品の
登録の担当の他者によるデータの生成および提出によって是正されなければならない。次
いで、これらの政府機関は、このようなデータを見直し、安全性の決定が結論付けられる
場合は、潜在的なユーザまたは販売者に製品の登録の認可を提供する。その後、製品の登
録が承諾され支持される地方において、このようなユーザまたは販売者は、このような殺
虫剤を使用し、または販売することができる。
【０１５４】
　本明細書における表題は便宜上のものにすぎず、そのあらゆる部分を解釈するために用
いてはならない。
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